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第２編

子ども・子育て支援計画実施状況





（上段は再掲を含む取組数）

1 目標を達成 2 概ね達成 3 やや遅れている 4 大幅に遅れている

115 60（52%） 22（19%） 20（18%） 13（11%）

（うち再掲47） （うち再掲27） （うち再掲9） （うち再掲7） （うち再掲4）

33 19（58%） 9（27%） 4（12%） 1（3%）

（うち再掲13） （うち再掲5） （うち再掲6） （うち再掲2）

45 27（60%） 12（27%） 4（9%） 2（4%）

（うち再掲20） （うち再掲13） （うち再掲5） （うち再掲2）

68 25（37%） 28（41%） 11（16%） 4（6%）

（うち再掲20） （うち再掲10） （うち再掲7） （うち再掲2） （うち再掲1）

33 18（55%） 7（21%） 4（12%） 4（12%）

（うち再掲7） （うち再掲1） （うち再掲3） （うち再掲1） （うち再掲2）

45 29（65%） 11（24%） 4（9%） 1（2%）

（うち再掲41） （うち再掲27） （うち再掲9） （うち再掲4） （うち再掲1）

339 178（53%） 89（26%） 47（14%） 25（7%）

（前年度）339 172（51%） 97（29%） 49（14%） 21（6%）

191 95（50%） 50（26%） 29（15%） 17（9%）

（前年度）191 89（47%） 54（28%） 32（17%） 16（8%）

合　　　　　計

基　本　目　標

６　子どもの貧困対策
  の推進

５　安全で安心な生活
  環境の充実

令和５年度　第２期加須市子ども・子育て支援計画の施策の進捗状況評価一覧表

３　ワーク・ライフ・
  バランスの子育て支援

評価ごとの取組数及び構成比
取 組 数

１　子育て家庭への
　人的・経済的支援

２　親と子の健康づくり

４　教育環境の充実

再掲を除く合計

【評価基準】

　１　目標を達成　･････････　実施すべき取組を予定どおり、計画的に行い、事業実施による効果が表れた。
　　　　　　　　　　　　　　【実績値が１００％以上】

　２　概ね達成　･･･････････　実施すべき取組みを円滑に行い、事業実施による効果が概ね表れた。
　　　　　　　　　　　　　　【実績値が８０％以上】

　３　やや遅れている　･････　実施すべき取組みを行ったものの、事業実施による効果が小さかった。
　　　　　　　　　　　　　　【実績値が８０％未満】

　４　大幅に遅れている　･･･　何らかの課題があり、事務事業が滞ってしまっており、事業実施による効果が
                             表れなかった。
　　　　　　　　　　　　　　【実績値が５０％未満】
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基本目標１　子育て家庭への人的・経済的支援

（１）地域での子育て家庭への支援

　①子育て情報提供体制の充実

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （回）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 450 450 450 450 480

実績 － 121 161 281 310 ―

指標(単位) （件）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 2100 2100 2100 2100 2100

実績 － 2174 2069 2757 3,263 ―

1

子育てワクワ
ク情報提供事
業

３
や
や
遅
れ
て
い
る

年間子育てメール配信回数 LINE連携による登録者数
増加の期待について、関
係機関に周知を行い、情
報発信の積極的な活用を
促す。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
目標値には届いていないが、新型コロナウィルスの影響が緩和したこと
で、各種イベントが再開し、配信数は増加傾向である。

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

2

子育て総合相
談事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

年間延べ相談件数（子育て世代包括支援センター） 児童福祉法の改正に伴い
こども家庭センター機能
の充実を図り、一人ひと
りに寄り添った支援を実
施する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
すくすく子育て相談室の機能向上に努め、妊娠期から切れ目のない一人ひ
とりに寄り添った相談・育児支援を行った。

5



　②男女共同参画の推進

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 40 40 40 40 40

実績 － 29.4 31.3 28.7 28.4 ―

指標(単位) （件）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 245 245 245 245 245

実績 － 0 0 1 26 ―

指標(単位) （件）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 5,500 5,500 5,500 5,500 5,500

実績 － 3,763 4,358 4,106 3,937 ―

3

男女共同参画
推進事業

３
や
や
遅
れ
て
い
る

男女の地位（家庭・教育・職場・政治・社会通念・地域活
動・法律制度）が平等と感じている市民の割合

今後も目標達成に向け、
男女共同参画について、
普及、啓発に努めてい
く。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
市民企画委員との協働により、講演会、セミナー、フォーラムを実施し、
男女共同参画について啓発を行ったが、参加者等へのアンケートの結果、
男女の地位が平等と感じている割合は減となり、目標値に達しなかったた
め「やや遅れている」と評価した。

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
新型コロナウイルス感染症の影響を受け、令和２年度以降休止していた
が、令和５年５月に感染症法上の位置付けが５類感染症に変更されたこと
に伴い、令和５年７月から活動を再開した。

5

ファミリーサ
ポートセン
ター事業

３
や
や
遅
れ
て
い
る

ファミリーサポートセンター事業の利用件数 会員の高齢化に伴い、協
力できる会員数が減少し
ていくため、協力会員養
成講座を開催及び募集を
行い、新規会員の増加に
努める。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・民間学童の送迎体制が整備され、利用者数は減少傾向にある。
・協力会員数が伸び悩み、新たなサポート依頼への対応が難しくなりつつ
あるが、コーディネーターが現状の協力会員で賄えるよう調整している。

4

ひととき託児
事業

４
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

ひととき託児の実施件数 ボランティア養成講座の
開催及び募集を行い、託
児ボランティアの確保に
努めるほか、関係機関と
連携・協力を図り事業を
実施していく。

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等
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　③相談機能の充実

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 30 30 30 30 30

実績 － 33.3 23.4 39.6 19.1 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 96.3 93.4 76,9 86.7 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 85 85 85 85 87

実績 － 86.8 69.6 81 88.5 ―

指標(単位) （件）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 1,870 1,870 1,870 1,870 1,870

実績 － 1,301 1,221 1,365 1,185 ―

6

家庭児童相談
事業

３
や
や
遅
れ
て
い
る

要見守り世帯のうち定期的な見守りの必要がなくなった世
帯の割合

ケース課題が多岐に渡
り、課題の解決が困難化
してきている。関係機関
及び関係各課との連携強
化と役割分担を明確化
し、児童虐待に対するき
め細かな支援、対応を
行っていく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・児童担当職員のほか、家庭児童相談員を3名配置し、家庭訪問や学校訪問、電話による家庭
における児童の福祉に関する相談、助言、指導
・３総合支所児童担当、熊谷児童相談所との連携による相談支援
・虐待通告に対する訪問、来室、電話による関係機関との連携、ケース評価、支援方針の確
認
　以上の取組を行ったが、実績値が目標値を下回った要因としては、複合的な課題に対して
継続的な支援を要し、課題の解消や状況の改善が難しかったことがあげられる。

9

障害者相談支
援事業
（再掲）

３
や
や
遅
れ
て
い
る

相談件数（児・者含む） ・基幹相談センター、支
援センターとの連携をよ
り密にし、障がい児
（者）及びその家族の相
談に的確に対応する。
・障害者計画及び障害者
福祉計画（第７期）加須
市障害児福祉計画（第３
期）において目標値が下
向修正されている。今後
の見直しで目標値も見直
していく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・障がい児（者）及びその家族の生活を継続的に支援することができてい
るが、実績値が目標値の80%未満となったことから「やや遅れている」
と評価した。
・令和５年度から基幹相談センターを設置し、困難ケース等は基幹相談セ
ンターと連携を図りながら支援を行った。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
8割以上の支援が必要な親子に対し、こどもの発育・発達や育児について
支援できたため、概ね達成とした。

8

幼児発達支援
事業

１
目
標
を
達
成

幼児健診等から紹介された人が教室に参加した割合 引き続き、相談・支援を
継続する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
事業への参加、医療機関への受診勧奨を実施したことにより、目標を達成
できた。

7

育児健康相談
事業

２
概
ね
達
成

３～４か月児健診後のフォロー者の割合 すくすく子育て相談室と
して、育児支援・虐待予
防の強化を図る。

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等
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【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （件）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 350 350 350 350 350

実績 － 161 174 187 97 ―

指標(単位) （件）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 2,100 2,100 2,100 2,100 2,100

実績 － 2,174 2,069 2,757 3,263 ―

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・感染対策に取り組みながら適切に相談・支援活動を実施した。
・引き続き、「地域の方の身近な相談相手」としての委員活動をPRする
とともに、地域の絆づくりを進めるとともに、研修を通して委員の資質向
上を図り、地域住民が相談しやすい環境づくりに努める。

11

子育て総合相
談事業

１
目
標
を
達
成

年間延べ相談件数（子育て世代包括支援センター） 児童福祉法の改正に伴う
こども家庭センター機能
の充実を図り、一人ひと
りに寄り添った支援を実
施する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
すくすく子育て相談室の機能向上に努め、妊娠期から切れ目のない一人ひ
とりに寄り添った相談・育児支援を行った。

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

10

民生委員・児
童委員活動推
進事業
（再掲）

４
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

こどもに関する相談・支援件数 ・民生委員・児童委員の
日頃の活動が円滑に行え
るよう、関係各課からの
情報やお知らせを会議等
において積極的に伝え
る。
・民生委員・児童委員の
活動が年々増加（難題
化）しているため、職務
に関して必要な知識及び
技術を習得するため研修
会等への参加を促す。
・欠員がある地区に対し
て、候補者の推薦を継続
して依頼する。

8



　④子育て支援のネットワークづくり

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 22 22 22 22 22

実績 － 19 19 19 20 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 39,500 39,500 39,500 39,500 39,500

実績 － 0 17,042 22,295 28,871 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 30 30 30 30 30

実績 － 33.3 23.4 39.6 19.1 ―

子育てサロン
事業

３
や
や
遅
れ
て
い
る

子育てサロン利用者数 サロンの休止及び開始等
の情報を整理し、利用者
に周知を図り、利用を促
進する。

12

子育て支援
ネットワーク
事業

２
概
ね
達
成

親支援講座ファシリテーター数 関係機関と連携して親支
援プログラムを周知し、
多くの方の参加を図る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・２回の親支援プログラムを開催し、１２名の方が受講した。
・ファシリテーター養成講座の受講生が親支援プログラムのファシリテー
ターとして活動し、同講座のファシリテーターの認定を受けた結果、１名
の増となった。

３
や
や
遅
れ
て
い
る

要見守り世帯のうち、定期的な見守りの必要がなくなった
世帯の割合

ケース課題が多岐に渡
り、課題の解決が困難化
してきている。関係機関
との連携強化と役割分担
を明確化し、児童虐待に
対するきめ細かな支援、
対応を行っていく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・家庭における児童の福祉に関する相談、助言、指導
・３総合支所児童担当、熊谷児童相談所との連携による相談支援
・虐待通告に対する訪問、来室、電話による助言指導
・要保護児童対策地域協議会実務者会議での関係機関との連携、ケース評価、支援方針の確
認
　実績値が目標値を下回った要因としては、複合的な課題に対して継続的な支援を要し、課
題の解消や状況の改善が難しかったことがあげられる。

13

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・新型コロナウイルス感染症の影響を受け、新たに１サロンが休止となっ
た。
・育ちに不安があるこどもやハンディキャップのあるこどもを持つ保護者
を対象としたサロンが新たに発足した。

14

児童虐待防止
等ネットワー
ク事業
（再掲）

9



　⑤地域活動の充実

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 92 83 80 79 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 95 95 95 95 100

実績 － 77 76 ― 81 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 61,000 61,000 61,000 61,000 61,000

実績 － 8,813 12,590 15,505 19,481 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 50 50 50 50 50

実績 － 29 0 27 36 ―
18

かぞ子ども大
学事業

３
や
や
遅
れ
て
い
る

子ども大学かぞ参加者数 ・平成国際大学、加須青
年会議所及び加須げんき
プラザと協働し、小学生
にとってより魅力的な講
義を企画する。
・教育委員会等への後援
依頼をはじめ、積極的に
広報活動を行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
平成国際大学、加須青年会議所、埼玉県及び加須市が協働し、全５回の講
義をコロナ前と同規模で開催したが、参加者数が目標値の72％であった
ため、「やや遅れている」と評価した。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
加須市あいさつ運動を推進した。駅でのあいさつキャンペーンや各学校で
の取組を通して、あいさつの啓発活動を積極的に行った。

17

子育て支援セ
ンター事業

４
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

地域子育て支援センター利用者数 子育て支援センターの行
事等を周知し、利用の促
進を図る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
保育無償化の影響により、主な利用者は３歳児未満のこどもとその保護者
となっている。

16

あいさつふれ
あい推進事業
（再掲）

２
概
ね
達
成

地域の方にあいさつをしている児童生徒の割合 ・駅での啓発キャンペー
ンを通して、市民に広く
あいさつ運動の啓発を行
うことができた。また、
学校独自にあいさつ運動
を行い、児童生徒への啓
発ができた。
・駅キャンペーンを行う
学校以外の取組が課題で
ある。

15

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

子ども・子育
て支援計画進
行管理事業

２
概
ね
達
成

施策の進捗状況 第２期子ども・子育て支
援計画の中で、指標達成
に向け引き続き事業を推
進する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
目標達成率はわずかに80%を割り込んだが、新型コロナウイルス感染症
の影響等により低調であった事業を含めて全体的に事業の進捗がみられた
ため「概ね順調」と評価した。

10



【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 100 ―

指標(単位) （回）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 8,100 8,200 8,300 8,400 8,500

実績 － 6,512 7,705 7,700 8,476 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 94.5 91.3 0 0 ―

指標(単位) （件）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 350 350 350 350 350

実績 － 161 174 187 97 ―

20

青少年健全育
成事業

１
目
標
を
達
成

非行防止に取り組む地域活動実施延べ回数 ・事業規模や事業内容に
基づく適正な助成の検討
を行う。
・青少年団体との事業連
携・協働により、一体的
かつ効率的な活動を検討
していく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
加須市少年の主張大会の開催、非行防止キャンペーンや街頭パトロールの
実施等、青少年の健全育成を図るため事業をコロナ禍以前の形で実施する
ことができた。

19

訪問支援ホー
ムスタート事
業

１
目
標
を
達
成

申請に対する訪問率 訪問支援を実施している
愛の泉ふれあいホームと
の連携を密にし、窓口に
来課している妊婦や子育
てに悩みを抱える方に周
知を行い、利用を促す。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
新型コロナウイルスの影響が緩和されるまでは活動が難しい側面もあった
が、愛の泉ふれあいホームを中心に資質向上のための支援活動は継続でき
ており、事業を必要とする家庭に対して支援が充足できた。

22

民生委員・児
童委員活動推
進事業 ４

大
幅
に
遅
れ
て
い
る

こどもに関する相談・支援件数 ・民生委員・児童委員の
日頃の活動が円滑に行え
るよう、関係各課からの
情報やお知らせを、会議
等において積極的に伝え
る。
・民生委員・児童委員の
活動が年々増加（難題
化）しているため、職務
に関して必要な知識及び
技術を習得するため研修
会等への参加を促す。
・欠員がある地区に対し
て、候補者の推薦を継続
して依頼する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・感染対策に取り組みながら適切に相談・支援活動を実施した。
・引き続き、「地域の方の身近な相談相手」としての委員活動をPRする
とともに、地域の絆づくりを進めるとともに、研修を通して委員の資質向
上を図り、地域住民が相談しやすい環境づくりに努める。

21

家族・地域の
絆推進運動事
業 ４

大
幅
に
遅
れ
て
い
る

絆マークを見たり、活用したりした市民の割合 これまでの事業の検証結
果を基に、新たな事業展
開の手法により事業を継
続する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
これまでの事業の検証と今後の在り方を見直すとともに、新たな事業展開
の手法等を検討するため、令和５年度においては具体的な事業展開を行っ
ていないため。

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

11



【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000

実績 － 31,608 28,182 27,134 23,619 ―

指標(単位) （件）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 20 39 72 66 ―

指標(単位) （回）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 16 16 16 16 16

実績 － 0 0 7 8 ―

指標(単位) （回）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 3 3 3 3 3

実績 － 3 3 6 6 ―

24

であいサポー
ト支援事業

３
や
や
遅
れ
て
い
る

お見合い件数 ・であいふれあいのつど
いの開催方法等、内容に
ついて、より一層成果が
あげられるよう助言・指
導する。
・さくら市と共同で婚活
グルメツアーを開催する
など、新たな出会いの場
を提供するとともに、登
録者数の増加に取り組
む。
・婚活セミナーとパー
ティーを同日に開催し、
成婚率の上昇を図る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
令和5年度から婚活イベント等の周知を加須市のLINEでも開始し、結婚相
談所未登録者からの応募も増え、新たな登録者の獲得につなげた。しか
し、目標値の８0％を達成することが出来なかったため「やや遅れてい
る」と評価した。

23

民間児童館助
成事業

２
概
ね
達
成

民間児童館利用者数 引き続き民間児童館の運
営を支援し、こどもの居
場所を確保する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
みつまた児童館に対し事業運営費を補助することにより、こどもの居場所
を確保することができたため。

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

26

子ども食堂・
フードパント
リー支援事業

１
目
標
を
達
成

情報交換会等開催回数 引き続き、フードドライ
ブによる市民・団体・企
業等からの食品提供につ
いて広報活動を行い、ひ
とり親世帯等へ幅広く食
品支援ができる体制づく
りに努める。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
こども食堂・フードパントリーに関連する活動団体とのフードドライブを
通じた情報共有及びネットワークの構築に向けた情報交換会を必要に応じ
て実施することができた。

25

消費者教育推
進事業

３
や
や
遅
れ
て
い
る

実施回数 引き続き、市立中学校８
校の３年生を対象とした
消費生活講座の開催、ま
た、小学６年生及び当該
保護者に啓発品を配布
し、消費者問題に対する
意識の醸成を図る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
市立中学校８校で消費生活講座を実施するとともに、小学６年生及び当該
保護者に啓発品を配布した。消費者トラブルの未然防止を図るとともに消
費者問題に対する意識の醸成を図ることができた。
※　当初は小学6年生と中学3年生を対象に講座を行う予定であったが、
コロナ禍で中止し、事業の実施方法を検討した結果、中学3年生は講座を
再開し、小学6年生は啓発品を配布する方法に変更した。

12



【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 10 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 20 20 20 20 20

実績 － 23.6 13.9 19.5 31.6 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 20 20 20 20 20

実績 － 23.6 13.9 19.5 31.6 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 15 15 15 15 15

実績 － 6 10 13 5 ―

28

産後サポート
事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

支援プラン対象家庭の終結割合（3～4か月健診時点） 産後サポート事業を継続
する

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
産後の赤ちゃん訪問での様子やアンケートで、育児不安を抱えた母親を対
象に、助産師による教室を開催し育児手技の指導や交流支援に努めた。

27

子育て短期預
かり事業
（再掲） ４

大
幅
に
遅
れ
て
い
る

利用希望に対応できた割合 利用希望に断りなく対応
出来るように委託先との
調整を図るとともに、新
たな委託先を確保する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
委託先の受入が困難である状況が続き、利用希望に対応出来なかった。

30

産後支援ヘル
パー派遣事業
（再掲） ４

大
幅
に
遅
れ
て
い
る

利用者数 ・ホームページやチラシ
の配布等、各種の広報媒
体を活用して継続的に広
報を行っていく。
・社会福祉協議会と連携
しながら、一人ひとりに
寄り添った支援を行って
いく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
産後支援ヘルパー派遣事業は、ヘルパーが利用者の自宅に入るという事業
の性質上、利用者にとっての心理的ハードルが高く、産後支援事業として
は産後ケア事業にニーズが流れがちである。

29

産後ケア事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

支援プラン対象家庭の終結割合（3～4か月健診時点） 産後ケア事業を継続する

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
産後の赤ちゃん訪問での様子やアンケートで、育児不安を抱えた母親を対
象に、助産師による教室を開催し育児手技の指導や交流支援に努めた。

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

13



【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （箇所）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 163 163 163 163 163

実績 － 182 181 176 176 ―

指標(単位) （箇所）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 6 6 6 6 6

実績 － 5 6 6 6 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 7,400 7,400 7,400 7,400 7,400

実績 － 5,030 5,555 5,542 5,584 ―

指標(単位) （回）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 0 0 0 0 0

実績 － 1 1 1 0 ―

32

子どもの居場
所づくり事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

小学生の居場所を創出した公共施設の数 放課後子ども教室の取組
を促進する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
加須地域に加須児童館、花崎児童館及び利根川こども館を、大利根地域に
子育て支援センター（ぴっぴ）を、騎西地域にプラザきさいを、北川辺地
域に北川辺キッズスペースを開設し、加須市全地域にこどもの居場所を確
保できたため。

31

赤ちゃんの駅
事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

赤ちゃんの駅整備箇所数 経年による備品の損耗に
対し、修繕や新しい備品
の設置を行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
赤ちゃんの駅の改修を行い、安心安全な利用に努めた。

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

34

母子自立支援
施設入所事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

母子生活支援施設への措置入所回数 生活の安定が得られない
母子家庭に対し、安全な
居住の確保と、自立した
生活のための指導・支援
を行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
生活の安定が必要な母子家庭に対し、母子生活支援施設への入所により安
全な居住の確保及び自立に向け指導・支援を行う体制はできているが、令
和５年度は実績がなかった。

33

子どもふれあ
いの家管理運
営事業
（再掲） ３

や
や
遅
れ
て
い
る

年間延べ利用者数 引き続き水深小学校放課
後児童第2健全育成室とし
て活用する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
学童としての年間利用者数が、計画値の75.5％にとどまったため「やや
遅れている」とした。

14



【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （団体）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 4 4 4 4 4

実績 － 3 3 3 3 ―

指標(単位) （件）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 1,600 1,600 1,600 1,600 1,600

実績 － 301 372 372 389 ―
36

母子保健推進
員訪問活動事
業 ４

大
幅
に
遅
れ
て
い
る

訪問件数 市民の見守りや声かけ訪
問活動を通じ、地域の健
康づくりにつなげてい
く。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・訪問活動を実施し、地域に根付いた活動を実施することが出来た。地区
担当保健師と連携を図りながら地域の健康づくりに取り組んだ。
・目標設定後に支部及び地区の休会が増え、母子保健推進員の人数がかな
り減少したことや、感染症の流行は終了したが引き続き感染対策を実施し
ながら訪問を実施していることにより、訪問件数も少なくなっている。

35

母子福祉団体
助成事業、保
育団体助成事
業
（再掲）

２
概
ね
達
成

助成団体数 引き続き各団体に活動費
の助成を行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
民間保育所連絡協議会、人権保育推進委員会、母子及び寡婦福祉会の児童
福祉の向上に取り組む団体に対して活動費等の助成を行った。

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等
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（２）幼児教育・保育の無償化

　①幼児教育・保育に係る保育料等の軽減

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 100 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 90 89 93 100 ―

指標(単位) （園）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 13 13 13 13 13

実績 － 9 8 9 11 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 4,500 7,329 6,775 6,265 5,000

実績 － 4,725 7,466 6,028 10,966 ―

38

就学前子ども
教育・保育認
定事業
（再掲）

２
概
ね
達
成

認定区分児童の就学・就園率 教育・保育給付認定現況
届（家庭状況調査書）を
活用し、保育の必要性や
保育標準時間・保育短時
間を適切に把握する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
子ども・子育て支援新制度に基づき、保育所入所希望者の入所事務を遺漏
なく進めることができたため。

37

子育てのため
の施設等利用
費支給事業

１
目
標
を
達
成

申請に対する認定率 引き続き、適切な認定及
び支払を行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
認定資格のある申請者を全員認定することができたため。

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

40

一時保育事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

一時保育事業利用児童数 保護者の急病や多様な勤
務形態により、一時的に
保育を必要とする乳幼児
を受け入れる民間保育所
等に対して補助を行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
市内民間保育所7園、市外民間保育所3園（認定こども園を含む）、市内
公立保育所2園で一時保育を実施した。民間保育所に対し適正に補助金を
交付し、保護者の多様なニーズに対応したため。

39

幼稚園預かり
保育事業
（再掲）

２
概
ね
達
成

実施園数 引き続き必要に応じて預
かり保育を実施し、子育
て支援につなげる。令和
６年度は、利用希望者が
１人でもいれば開設す
る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
保育の延長が必要な幼児に対して、開設している市立幼稚園全１１園で預
かり保育を実施した。また、保護者の就労時間により、預かり保育料の無
償化の認定を申請、承認することで、子育てを支援することができた。
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【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （箇所）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 2 2 2 2 2

実績 － 2 2 2 2 ―

指標(単位) （件）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 5500 5500 5500 5500 5500

実績 － 3763 4358 4106 3,937 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 194 194 194 194 194

実績 － 244 231 302 329 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 0 0 0 0 0

実績 － 0 0 0 0 ―
44

公立幼稚園管
理運営事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

公立幼稚園入園待機児童数 ・産休代員（会計年度任
用職員、幼稚園教諭）を
確保するため、広報紙や
ホームページを活用す
る。
・園児数、学級数、特別
支援が必要な園児数に応
じて、会計年度任用職員
を配置する。
・令和６年度は４歳児ク
ラスを２５人学級、水深
幼稚園の３歳児クラスで
２０人を超えた時は２人
担任とする。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
市立幼稚園において、保育を必要とする幼児の受け入れを行い、待機児童
ゼロを維持することができた。

43

障がい児発達
支援（自立支
援）事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

障がい児向けサービス利用者数 引き続き、必要な方が必
要なサービスを受けられ
るよう、支給決定を行っ
ていく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
障害児通所支援の利用者数が、計画値を大幅に上回ったため。

42

ファミリーサ
ポートセン
ター事業
（再掲） ３

や
や
遅
れ
て
い
る

ファミリーサポートセンター事業の利用件数 会員の高齢化に伴い、協
力できる会員数が減少し
ていくため、協力会員養
成講座を開催及び募集を
行い、新規会員の増加に
努める。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・民間学童の送迎体制が整備され、利用者数は減少傾向にある。
・協力会員数が伸び悩み、新たなサポート依頼への対応が難しくなりつつ
あるが、コーディネーターが現状の協力会員で賄えるよう調整している。

41

病後児保育事
業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

病後児保育実施か所数 引き続き、病後児保育事
業を提供する市内２施設
に対し支援を行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
2施設に対し支援を行い、子育てと就労の両立支援を行ったため。

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等
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【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 0 0 0 0 0

実績 － 0 0 0 0 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 0 0 0 0 0

実績 － 0 0 0 0 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 90 89 93 100 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 100 ―

47

民間認定こど
も園・幼稚園
等給付費支給
事業
（再掲）

２
概
ね
達
成

認定区分児童の就学・就園率 適正な施設型給付費の支
給を行い、必要な保育
サービスを提供すること
により、子育て世帯を支
援する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
施設型給付費・地域型給付費を適正・確実に支出し、幼児教育と保育の振
興を図ったため。

46

民間保育所等
運営委託事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

待機児童数 今後も待機児童数ゼロを
維持し、子育て世帯の多
様な保育ニーズに対応す
るため、適正な給付費
（委託料）の給付を行
う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
令和5年度も待機児童数ゼロを継続することができたため。

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

45

公立保育所管
理運営事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

公立保育所入所待機児童数 ・施設設備の補修・更新
を行い、入所児童が安心
して過ごせるよう保育環
境を整備する。
・月途中入所に対応する
ため、引き続き、広報
紙、ホームページ、
SNS、新聞広告を活用し
ながら、会計年度任用職
員（保育士）の確保に努
める。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
保育を必要とする児童の保育を行うことにより、仕事を持つ保護者に対す
る子育て支援が図られた。待機児童ゼロを維持できた。

48

教育・保育に
係る教材費等
補助事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

実費徴収補足給付実施率 引き続き、適正に支給す
る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
申請者について、対象の有無を審査し、該当者に適切に補助を実施したた
め。
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　②対象施設の質の確保

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 21 21 100 100 100

実績 － 21 20 100 100 ―

指標(単位) （回）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 7 7 7 7 7

実績 － 7 7 8 8 ―

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

50

認可外保育施
設指導監査等
事務事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

立入調査実施回数 適切な保育環境の確保を
図るため、引続き指導監
督を実施する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
年１回の立入調査（居宅訪問型は集団指導）を実施し、適正な保育環境で
あることを確認した。

49

保育所指導監
査等事務事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

指導監査の実施率（指導監査実施数/指導監査実施計画数）
※令和３年度まで：指導監査の実施施設数

適切な保育環境の確保を
図るため、引続き指導監
督を実施する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
対象施設（民間保育所14施設、市立保育所6施設）等に対する実地監査及
び書面監査等を計画通り実施し、適正な保育環境であることを確認した。
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（３）子育て家庭への経済的支援の充実

　①各種支援制度の充実

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 100 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 99 99 99 99 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 100 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 100 ―

52

児童手当支給
事業

２
概
ね
達
成

児童手当支給率 国の制度改正等に適切に
対応する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
受給資格の確認により適正に児童手当を支給することができたため。

51

子育て支援医
療費支給事業

１
目
標
を
達
成

適正に支給できた割合 住民記録情報との突合等
を定期的に実施し、引き
続き医療費を適正に支給
する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・対象者に子育て支援医療費を適正に支給することにより、子育て世帯に
おける経済的負担の軽減を図ることができたため。
・審査支払事務の一部委託並びに受給資格及び支給履歴をシステム管理す
ること等により子育て支援医療費を適正に支給することができたため。

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

54

母子家庭等自
立支援事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

資格取得支援者の就業割合 今後も事業を継続し、ひ
とり親家庭等の生活の安
定を図る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
児童扶養手当現況届の通知にチラシを同封することによって資格取得への
意識高揚を図ることができたため。また、資格取得を支援することによ
り、受講者が安定した収入が得られる職に就くことができたため「目標を
達成」とした。

53

ひとり親家庭
等医療費事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

適正に支給できた割合 引き続き医療費を適正に
支給する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
条例・規則等により適正に医療費を支給することができたため。
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【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 99 99 99 99 ―

指標(単位) （回）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 0 0 0 0 0

実績 － 1 1 1 0 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 100 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 100 ―

56

母子自立支援
施設入所事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

母子生活支援施設への措置入所回数 生活の安定が得られない
母子家庭に対し、安全な
居住の確保と、自立した
生活のための指導・支援
を行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
生活の安定が必要な母子家庭に対し、母子生活支援施設への入所により安
全な居住の確保及び自立に向け指導・支援を行う体制はできているが、令
和５年度は実績がなかった。

55

児童扶養手当
支給事業
（再掲）

２
概
ね
達
成

児童扶養手当支給率 引き続き子育て中のひと
り親家庭等に対する経済
的な支援を適正かつ円滑
に行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
現況届による支給率は９９％を超え、児童扶養手当を適正に支給すること
ができたため「概ね達成」とした。

58

出産育児一時
金支給事業

１
目
標
を
達
成

適正に支給できた割合 支給漏れを防ぐため、出
生届を出された方に、一
時金の受け取りについて
確認するとともに、申請
書受領後は速やかに支給
を行う。

【評価の理由】
出産適齢期の加入者が減少していることから、支給実績は減少傾向である
が、申請者全員に速やかに支給することができたため。
令和2年度　51/51件
令和3年度　70/70件
令和4年度　55/55件
令和5年度　55/55件

57

遺児手当事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

適正に支給できた割合 適切に対象者を把握し、
遺児家庭を経済的に支援
する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
来庁者への声かけにより申請漏れの防止に努めた結果、遺児家庭を経済的
に支援し、児童の健全な育成を図ることができたため「目標を達成」とし
た。

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等
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【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 100 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 100 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 100 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 80 80 80 80 80

実績 － 67 64 55 59 ―

60

小学校就学援
助事業

１
目
標
を
達
成

就学援助費の支給割合 引き続き、制度の周知を
徹底しながら、迅速かつ
正確な事務処理に努めて
いく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
全校児童生徒への案内チラシの配布、当該年度の受給者への個別の案内通
知等、制度の周知を図ることにより、援助を必要とする保護者への支援が
できた。

59

産前産後国民
年金保険料免
除事業

１
目
標
を
達
成

国民年金保険料の産前産後期間の免除対象者の免除率 ・パンフレットを配付
（母子手帳交付・出生届
提出時）
・広報紙、ホームページ
等への掲載
・公共施設へのポスター
の掲示などにより制度の
周知を図る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
対象者のうち、免除を希望する対象者からの申請は全員申請を受け付け、
日本年金機構に進達できたため。
令和2年度　26/26件
令和3年度　25/25件
令和4年度　23/23件
令和5年度　45/45件

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

62

在宅重度心身
障害者手当支
給事業
（再掲） ３

や
や
遅
れ
て
い
る

手当支給対象者数（２０歳未満） 引き続き、新規該当者に
対して、9月・3月の支給
の際、適正に事務処理を
行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
該当者に対して9月・3月の支給の際に、適正に事務処理を行ったが、支
給対象者が減少している状況もあり、実績が目標値に達しなかったため。

61

中学校就学援
助事業

１
目
標
を
達
成

就学援助費の支給割合 引き続き、制度の周知を
徹底しながら、迅速かつ
正確な事務処理に努めて
いく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
全校児童生徒への案内チラシの配布、当該年度の受給者への個別の案内通
知等、制度の周知を図ることにより、援助を必要とする保護者への支援が
できた。
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【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 100 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 20 21 21 22 22

実績 － 16 29 25 29 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 99.7 100.8 97.4 97.8 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 100 ―

64

不妊治療事業

１
目
標
を
達
成

不妊治療による妊娠者数 施策の目標達成において
有効性が高いため、事業
を継続していく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
不妊治療による妊娠者数が目標値を達成したため。

63

重度心身障害
者医療費支給
事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

対象者への適正な支給割合 引き続き重度心身障害者
（児）に医療費の一部負
担金等を支給することに
より、経済的・精神的負
担の軽減を図る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
対象者は減少傾向にあるが、適正に重度心身障害者医療費を支給し、経済
的・精神的負担の軽減を図ることができたため。

66

交通遺児支援
事業

１
目
標
を
達
成

適正に支給できた割合 制度の周知及び小中学校
との連携によって対象者
を適切に把握する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
対象者を把握し、適切に支援金（図書カード）を支給できたため「目標を
達成」とした。

65

妊産婦保健事
業

２
概
ね
達
成

妊婦健診の受診率 引き続き、受診促進と妊
娠・出産・子育てに関す
る支援を継続する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
母子健康手帳の交付時に妊婦健康診査及び関連検査受診券を交付し、定期
的な受診の促進と、母体や胎児の健康保持に努めた。

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等
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【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 30 30 30 30 30

実績 － 26 27 34 40 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 100 ―

指標(単位) （件）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 700 700 700 700 700

実績 － 572 605 553 546 ―

指標(単位) （世帯）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 5 5 5 5 5

実績 － 3 1 4 1 ―

68

未熟児養育医
療給付事業

１
目
標
を
達
成

未熟児養育医療費支給率 出産後直ちに医療を必要
とする未熟児の保護者に
かかる医療費負担を公費
で支援し、未熟児の保健
の向上と保護者の負担軽
減を図る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
申請に基づき、適正な医療費支給を行うことにより、保護者の経済的負担
の軽減に寄与した。

67

河野博士育英
事業

１
目
標
を
達
成

支給対象者数 経済的理由により学資金
の支出が困難な家庭に対
して河野博士育英事業を
知らせることができるよ
う、市立各中学校へ制度
の周知を徹底する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・令和５年度は、奨学生を15名選考し、奨学金を支給した。
・ホームページ、広報紙及び学校を通して周知に努めた。
・経済的理由により学資金の支出が困難な家庭に対し、適切な支援を行う
ことができた。

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

70

にぎやか家庭
子育て応援事
業

３
や
や
遅
れ
て
い
る

表彰家庭数 引き続き事業の周知及び
関係課との連携を図る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
表彰基準を満たす家庭数が少なく、１件のみの表象となったため「やや遅
れている」とした

69

誕生記念祝事
業

２
概
ね
達
成

支給件数 引き続き事業の周知及び
関係課との連携を図る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
出生数が見込みより少なかったが、適正に支給することができたため、
「概ね達成」と評価した。
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【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 55 55 55 55 55

実績 － 48 56 57 53 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 100 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 100 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 100 ―

72

多子世帯保育
所保育料軽減
事業

１
目
標
を
達
成

対象児童の軽減実施率 引き続き低所得世帯等の
保育所保育料を軽減し、
所得に起因する少子化及
び貧困の改善を図る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
対象となるすべての低所得世帯等に対し、軽減措置を講ずることができた
ため。

71

特別障害者手
当等支給事業
（再掲）

２
概
ね
達
成

障害児福祉手当支給対象者数 引き続き、請求のあった
際には、適正な支給判定
を行い、支給対象者に対
して２月・５月・８月・
１１月の支給月に、適正
に事務処理を行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
新規で障害者手帳を申請した児童の中で、重度障害の判定対象者が少な
く、かつ、２０才到達等で資格喪失となる者の数が申請件数を上回る状況
もあるため、支給対象者は減少傾向にあった。

74

教育・保育に
係る教材費等
補助事業

１
目
標
を
達
成

実費徴収補足給付実施率 引き続き、適正に支給す
る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
申請者について、対象の有無を審査し、該当者に適切に補助を実施したた
め。

73

多子世帯学童
保育料軽減事
業

１
目
標
を
達
成

補てん額支給率 今後も引き続き対象とな
る児童の保育料軽減を行
い、また、民間放課後児
童クラブに保育料減免に
係る保育料の補填を適切
に行っていく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
公立放課後児童健全育成室に入室している当該事業の対象となるすべての
児童の保育料を軽減するこどができたため。また、公立放課後児童健全育
成室と同様の保育料軽減をしている民間放課後児童クラブに対し、その軽
減した保育料分を期限内に適切に補填することができたため。

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等
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【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （件）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 20 20 20 20 20

実績 － 19 12 20 21 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － ― ― 650 650 650

実績 － ― ― 631 653 ―

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

76

妊婦応援事業

１
目
標
を
達
成

絆サポート券を支給した人数 引き続き、産前産後の支
援を継続する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
出産準備に係る経済的負担の軽減と、出産や産後の育児に対する不安の軽
減に努めた。

75

三世代ふれあ
い家族応援事
業

１
目
標
を
達
成

年間申請件数 補助制度を周知し、利用
者を増やすことによって
市内の人口増加と定住化
を促進する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
事業の周知に取り組んだ結果、目標件数の申請を受けることができたた
め。
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（４）要保護児童への相談体制の強化

　①児童虐待の防止

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 30 30 30 30 30

実績 － 33.3 23.4 39.6 19.1 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 96.2 97.3 98.3 97.6 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 99.4 99.3 99.8 99.7 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 96.3 93.4 76,9 86.7 ―

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

78

乳幼児健診事
業

２
概
ね
達
成

３～４か月健診受診率 ・騎西、北川辺、大利根
地域の乳児健診（3～4か
月児健診、9～10か月児
健診）や騎西、大利根地
域の幼児健診（1歳6か月
児健診、2歳児健診）、北
川辺地域の幼児健診（1歳
6か月児健診、2歳児健
診、3歳児健診）を原則合
同開催とする。
・未受診者に対して通知
の郵送、電話、訪問等の
受診勧奨を行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
3～4か月児健診の受診対象者546名に対し、受診者53３名と受診率は
97.6%であり、概ね目標を達成とした。

77

児童虐待防止
等ネットワー
ク事業

３
や
や
遅
れ
て
い
る

要見守り世帯のうち、定期的な見守りの必要がなくなった
世帯の割合

ケース課題が多岐に渡
り、課題の解決が困難化
してきている。関係機関
との連携強化と役割分担
を明確化し、児童虐待に
対するきめ細かな支援、
対応を行っていく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・家庭における児童の福祉に関する相談、助言、指導
・３総合支所児童担当、熊谷児童相談所との連携による相談支援
・虐待通告に対する訪問、来室、電話による助言指導
・要保護児童対策地域協議会実務者会議での関係機関との連携、ケース評価、支援方針の確
認
　実績値が目標値を下回った要因としては、複合的な課題に対して継続的な支援を要し、課
題の解消や状況の改善が難しかったことがあげられる。

80

育児健康相談
事業
（再掲）

２
概
ね
達
成

３～４か月児健診後のフォロー者の割合 すくすく子育て相談室と
して、育児支援・虐待予
防の強化を図る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
8割以上の支援が必要な親子に対し、こどもの発育・発達や育児について
支援できたため、概ね達成とした。

79

こんにちは赤
ちゃん事業

２
概
ね
達
成

生後４か月以内に訪問した割合 委託契約をしている助産
師と連携し、全戸訪問で
きるよう努める。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
出生連絡票を提出してもらい、生後4か月までに助産師・保健師が訪問し
ている。訪問件数割合は９割を超えていることから概ね達成とした。
訪問し、相談に乗ることで親の育児不安の軽減及び早期に必要な支援に結
び付けることができた。
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【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 85 85 85 85 87

実績 － 86.8 69.6 81 88.5 ―

指標(単位) （回）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 24 24 24 24 24

実績 － 36 36 41 43 ―

指標(単位) （回）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 6 6 6 6 6

実績 － 0 1 1 2 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 80 80 80 80 80

実績 － 61.9 78.3 76 89.3 ―

82

ＤＶ（ドメス
ティック・バ
イオレンス）
等相談事業

１
目
標
を
達
成

DVに関する啓発活動回数 広報紙への掲載や出前講
座など、様々な場面にお
いて、DV防止に関する啓
発を行っていく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
広報紙への掲載や、出前講座、チラシの配布などにより、DV防止に関す
る啓発を行った結果、目標を達成することができたため。

81

幼児発達支援
事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

幼児健診等から紹介された人が教室に参加した割合 引き続き、相談・支援を
継続する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
事業への参加、医療機関への受診勧奨を実施したことにより、目標を達成
できた。

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

84

こころの健康
づくり事業

１
目
標
を
達
成

こころの健康相談利用率 今後も広報紙等で周知を
行い、希望者が相談でき
る体制を維持する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
市のホームページにこころの体温計の掲載を継続し、こころの健康づくり
への意識付けに努めるとともに、こころの健康相談の周知に努めた結果、
利用率が目標値を達成した。

83

主任児童委
員・児童委員
活動支援事業 ４

大
幅
に
遅
れ
て
い
る

研修会開催数 主任児童委員と地域の連
携を密にし、主任児童員
の要保護児童宅への家庭
訪問に繋げていく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年度以降は研修会開催を
中止し、令和4年度より感染予防対策の実施下で再開した。令和５年５月
に感染症法上の位置付けが５類感染症に変更され、目標値には達していな
いが、令和5年度は２回開催と増加傾向である。児童虐待防止啓発用品の
配布については、引き続き、学校経由による配布や各公共施設窓口での配
布を実施した。
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【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 30 30 30 30 30

実績 － 33.3 23.4 39.6 19.1 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 20 20 20 20 20

実績 － 23.6 13.9 19.5 31.6 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 20 20 20 20 20

実績 － 23.6 13.9 19.5 31.6 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 10 ―

86

産後サポート
事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

支援プラン対象家庭の終結割合（3～4か月健診時点） 産後サポート事業を継続
する

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
産後の赤ちゃん訪問での様子やアンケートで、育児不安を抱えた母親を対
象に、助産師による教室を開催し育児手技の指導や交流支援に努めた。

85

家庭児童相談
事業
（再掲）

３
や
や
遅
れ
て
い
る

要見守り世帯のうち定期的な見守りの必要がなくなった世
帯の割合

ケース課題が多岐に渡
り、課題の解決が困難化
してきている。関係機関
及び関係各課との連携強
化と役割分担を明確化
し、児童虐待に対するき
め細かな支援、対応を
行っていく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・児童担当職員のほか、家庭児童相談員を3名配置し、家庭訪問や学校訪問、電話による家庭
における児童の福祉に関する相談、助言、指導
・３総合支所児童担当、熊谷児童相談所との連携による相談支援
・虐待通告に対する訪問、来室、電話による関係機関との連携、ケース評価、支援方針の確
認
　以上の取組を行ったが、実績値が目標値を下回った要因としては、複合的な課題に対して
継続的な支援を要し、課題の解消や状況の改善が難しかったことがあげられる。

88

子育て短期預
かり事業
（再掲） ４

大
幅
に
遅
れ
て
い
る

利用希望に対応できた割合 利用希望に断りなく対応
出来るように委託先との
調整を図るとともに、新
たな委託先を確保する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
委託先の受入が困難である状況が続き、利用希望に対応出来なかった。

87

産後ケア事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

支援プラン対象家庭の終結割合（3～4か月健診時点） 産後ケア事業を継続する

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
産後の赤ちゃん訪問での様子やアンケートで、育児不安を抱えた母親を対
象に、助産師による教室を開催し育児手技の指導や交流支援に努めた。

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等
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【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （件）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 5500 5500 5500 5500 5500

実績 － 3763 4358 4106 3,937 ―

指標(単位) （箇所）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 2 2 2 2 2

実績 － 2 2 2 2 ―

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

90

病後児保育事
業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

病後児保育実施か所数 引き続き、病後児保育事
業を提供する市内２施設
に対して保育を実施しま
す。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
2施設に対し支援を行い、子育てと就労の両立支援を行ったため。

89

ファミリーサ
ポートセン
ター事業
（再掲） ３

や
や
遅
れ
て
い
る

ファミリーサポートセンター事業の利用件数 会員の高齢化に伴い、協
力できる会員数が減少し
ていくため、協力会員養
成講座を開催及び募集を
行い、新規会員の増加に
努める。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・民間学童の送迎体制が整備され、利用者数は減少傾向にある。
・協力会員数が伸び悩み、新たなサポート依頼への対応が難しくなりつつ
あるが、コーディネーターが現状の協力会員で賄えるよう調整している。
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　②ひとり親家庭等の自立支援の推進

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 100 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 100 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 99 99 99 99 ―

指標(単位) （回）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 0 0 0 0 0

実績 － 1 1 1 0 ―

92

母子家庭等自
立支援事業

１
目
標
を
達
成

資格取得支援者の就業割合 今後も事業を継続し、ひ
とり親家庭等の生活の安
定を図る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
児童扶養手当現況届の通知にチラシを同封することによって資格取得への
意識高揚を図ることができたため。また、資格取得を支援することによ
り、受講者が安定した収入が得られる職に就くことができたため「目標を
達成」とした。

91

ひとり親家庭
等医療費事業

１
目
標
を
達
成

適正に支給できた割合 引き続き医療費を適正に
支給する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
条例・規則等により適正に医療費を支給することができたため。

94

母子自立支援
施設入所事業

１
目
標
を
達
成

母子生活支援施設への措置入所回数 生活の安定が得られない
母子家庭に対し、安全な
居住の確保と、自立した
生活のための指導・支援
を行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
生活の安定が必要な母子家庭に対し、母子生活支援施設への入所により安
全な居住の確保及び自立に向け指導・支援を行う体制はできているが、令
和５年度は実績がなかった。

93

児童扶養手当
支給事業

２
概
ね
達
成

児童扶養手当支給率 引き続き子育て中のひと
り親家庭等に対する経済
的な支援を適正かつ円滑
に行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
現況届による支給率は９９％を超え、児童扶養手当を適正に支給すること
ができたため「概ね達成」とした。

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等
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【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 100 ―

指標(単位) （団体）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 4 4 4 4 4

実績 － 3 3 3 3 ―
96

母子福祉団体
助成事業、保
育団体助成事
業
（再掲）

２
概
ね
達
成

助成団体数 引き続き各団体に活動費
の助成を行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
民間保育所連絡協議会、人権保育推進委員会、母子及び寡婦福祉会の児童
福祉の向上に取り組む団体に対して活動費等の助成を行った。

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

95

遺児手当事業

１
目
標
を
達
成

適正に支給できた割合 適切に対象者を把握し、
遺児家庭を経済的に支援
する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
来庁者への声かけにより申請漏れの防止に努めた結果、遺児家庭を経済的
に支援し、児童の健全な育成を図ることができたため「目標を達成」とし
た。
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　③障がい児施策の充実

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 15 15 15 15 22

実績 － 20 21 10 13 ―

指標(単位) （箇所）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 6 6 6 6 7

実績 － 6 6 6 6 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 20 20 20 20 20

実績 － 11 10 16 22 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 80 80 80 80 80

実績 － 67 64 55 59 ―

97

民間保育所障
害児保育事業

２
概
ね
達
成

対象児童数 保育士の加配により、積
極的に障がい児を受け入
れている民間保育所を支
援し、障がいがある児童
の家庭が必要とする保育
サービスの充実を図る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
市内6園、市外2園に対し適正な助成を行い、障がい児保育の処遇改善を
行った。

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

99

あすなろ園管
理運営事業

１
目
標
を
達
成

あすなろ園通園者数 ・個々の障がいに適切に
対応できるよう特別支援
学校等の巡回相談や研修
を通じて、関係機関や庁
内関係課との連携・協力
関係の強化を図る。
・母子通園により機能訓
練や生活訓練を実施し、
こどもの発達に合わせた
支援と親支援を行い、集
団保育や就学につなげて
いく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
保護者支援が必要なケースに対応する施設として、すくすく子育て相談室
と連携を図り、園児の受け入れを行うとともに、就学前児童の発達支援等
を実施した。

98

公立保育所障
害児保育事業

１
目
標
を
達
成

障がい児保育を実施する公立保育所の数 引き続き、個々の障がい
に適切に対応できるよう
特別支援学校等の巡回相
談や研修を通じて、関係
機関や庁内関係課との連
携・協力関係の強化を図
る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
公立保育所6園において、保育士の加配を行い、障がい児受け入れ拡大に
努めた。

100

在宅重度心身
障害者手当支
給事業

３
や
や
遅
れ
て
い
る

手当支給対象者数（２０歳未満） 引き続き、新規該当者に
対して、9月・3月の支給
の際、適正に事務処理を
行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
該当者に対して9月・3月の支給の際に、適正に事務処理を行ったが、支
給対象者が減少している状況もあり、実績が目標値に達しなかったため。
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【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 100 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 173 173 173 173 173

実績 － 81 79 79 78 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 100 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 0 0 0 0 0

実績 － 0 0 0 0 ―

101

重度心身障害
者医療費支給
事業

１
目
標
を
達
成

対象者への適正な支給割合 引き続き重度心身障害者
（児）に医療費の一部負
担金等を支給することに
より、経済的・精神的負
担の軽減を図る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
対象者は減少傾向にあるが、適正に重度心身障害者医療費を支給し、経済
的・精神的負担の軽減を図ることができたため。

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

104

公立保育所管
理運営事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

公立保育所入所待機児童数 ・施設設備の補修・更新
を行い、入所児童が安心
して過ごせるよう保育環
境を整備する。
・月途中入所に対応する
ため、引き続き、広報
紙、ホームページ、
SNS、新聞広告を活用し
ながら、会計年度任用職
員（保育士）の確保に努
める。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
保育を必要とする児童の保育を行うことにより、仕事を持つ保護者に対す
る子育て支援が図られた。待機児童ゼロを維持できた。

103

障害（児）者
日常生活用具
給付等事業

１
目
標
を
達
成

利用希望に対応できた割合（１８歳未満） 引き続き、日常生活用具
の支給を行い、障がい者
（児）に対して日常生活
の向上のために、滞りな
く支給する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
主に紙おむつ等の支給を行い、障がい者（児）に対して職業その他日常生
活能率向上を図り、重度障がい者（児）に対して、自立生活支援用具等の
日常生活用具を滞りなく給付したため。

102

障害（児）者
生活サポート
事業 ４

大
幅
に
遅
れ
て
い
る

利用者数（１８歳未満） 引き続き、適正に事務処
理を行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
利用申請に対して、適正に登録手続きを行い、すみやかに利用することが
できるよう努めたが、登録者のうち、利用者数が、目標に達しなかったた
め。
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【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 0 0 0 0 0

実績 － 0 0 0 0 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 0 0 0 0 0

実績 － 0 0 0 0 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 100 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 100 ―

105

公立放課後児
童健全育成事
業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

待機児童数 公立放課後児童健全育成
事業については、引き続
き指導員を確保しつつ、
児童数が増加する見込み
がある施設は計画的に対
応していく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
広報かぞ、ＳＮＳによる指導員確保や、保育面積確保等により待機児童ゼ
ロを維持することができた。

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

107

特別支援教育
推進事業

１
目
標
を
達
成

介助を必要とする児童生徒に対する障がい児介助員の割合 障がい児介助員を年度途
中から配置できるよう、
人員の募集を行い希望者
の登録を随時行う必要が
ある。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・児童生徒の障がいの程度に合わせ、各小・中学校へ適切に人員を配置す
ることができた。
・今後は、年度途中の障がいのある児童生徒の転入等に伴う対応について
検討していく必要がある。

106

民間放課後児
童健全育成事
業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

待機児童数 市内の児童数や利用需要
等の推移を見定め、引き
続き、指定管理者や事業
委託者と連携し、必要に
応じて支援単位を増設す
るなど、柔軟に事業を実
施していく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
指定管理者や事業委託者と連携のうえ、順調に事業を実施することができ
た。その結果、利用を希望する児童すべてを受け入れることができ目標を
達成することができた。

108

補装具費支給
事業

１
目
標
を
達
成

利用希望に対応できた割合（１８歳未満） 引き続き、障害者総合支
援法に基づき、適正に実
施していく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
身体機能の変化に伴い、補装具の再支給を希望する方が増えている。申請
者に対し、障害の状況に応じた的確な補装具の支給に努めることができた
ため。
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【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 194 194 194 194 194

実績 － 244 231 302 329 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 5 5 5 5 5

実績 － 3 1 2 2 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 43 43 43 43 43

実績 － 31 26 29 26 ―

指標(単位) （件）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 1,870 1,870 1,870 1,870 1,870

実績 － 1,301 1,221 1,365 1,185 ―

109

障がい児発達
支援（自立支
援）事業

１
目
標
を
達
成

障がい児向けサービス利用者数 引き続き、必要な方が必
要なサービスを受けられ
るよう、支給決定を行っ
ていく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
障害児通所支援の利用者数が、計画値を大幅に上回ったため。

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

112

障害者相談支
援事業

３
や
や
遅
れ
て
い
る

相談件数（児・者含む） ・基幹相談センター、支
援センターとの連携をよ
り密にし、障がい児
（者）及びその家族の相
談に的確に対応する。
・障害者計画及び障害者
福祉計画（第７期）加須
市障害児福祉計画（第３
期）において目標値が下
向修正されている。今後
の見直しで目標値も見直
していく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・障がい児（者）及びその家族の生活を継続的に支援することができてい
るが、実績値が目標の80%未満となったことから「やや遅れている」と
評価した。
・令和５年度から基幹相談センターを設置し、困難ケース等は基幹相談セ
ンターと連携を図りながら支援を行った。

111

移動支援事業

３
や
や
遅
れ
て
い
る

登録者数（１８歳未満） 特に学校が春・夏・冬休
の時期には利用量が増え
る傾向にあるため、障害
福祉サービスの行動援護
への移行を図りつつ、移
動支援の支給量について
適切なサービスを提供し
ていけるよう検討を続け
ていく。【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】

こどもの発達や自立を支援するために児童福祉法による障害児通所支援の
利用者が増加しており、その分、移動支援事業での登録者は減少してい
る。児童の長期休暇等で一時的に申請は増えているが、実績が目標値に達
しなかった。

110

日中一時支援
事業

４
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

登録者数（１８歳未満） ・日中一時（一時預か
り）のサービスを利用す
ることで、介護者の負担
軽減と、障がい児の日中
における活動の場を確保
する。
・市内にサービス提供で
きる事業所を確保するた
め、関係法人等に事業所
開設の働きかけを行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
こどもの発達や自立を支援するために児童福祉法による障害児通所支援の
利用者が増加しており、その分、日中一時支援事業での登録者は減少した
ため、実績が目標値に達しなかった。
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【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 55 55 55 55 55

実績 － 48 56 57 53 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 240 240 240 240 240

実績 － 191 165 124 89 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 50 50 50 50 50

実績 － 41 65 49 46 ―

113

特別障害者手
当等支給事業

２
概
ね
達
成

障害児福祉手当支給対象者数 引き続き、請求のあった
際には、適正な支給判定
を行い、支給対象者に対
して２月・５月・８月・
１１月の支給月に、適正
に事務処理を行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
新規で障害者手帳を申請した児童の中で、重度障害の判定対象者が少な
く、かつ、２０才到達等で資格喪失となる者の数が申請件数を上回る状況
もあるため、支給対象者は減少傾向にあった。

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

115

自立支援医療
費支給事業
（育成医療）

２
概
ね
達
成

育成医療支給対象者数 引き続き、障害者総合支
援法に基づき、適正に実
施していく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
日常生活能力や機能を回復・改善するための医療を受ける際の費用を一部
助成し、経済的・精神的負担の軽減を図り、育成医療支給対象者数が、概
ね計画通りであるため。

114

在宅重症心身
障がい児の家
族に対するレ
スパイトケア
事業

４
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

助成金交付人数 引き続き、医療ケアを必
要とする在宅の重症心身
障がい児を介助する家族
が、休息をとれるよう支
援していく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
短期入所事業や日中一時支援事業で対象障がい児を受け入れる事業者に対
し助成金を交付したが、利用者の一人が18歳に達したため、実績が大幅
に減少した（実人数２人）。
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基本目標２　親と子の健康づくり

（１）親と子の健康づくり

　①子どもや養育者の健康の確保

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 96.3 93.4 76,9 86.7 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 85 85 85 85 87

実績 － 86.8 69.6 81 88.5 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 80 80 80 80 80

実績 － 61.9 78.3 76 89.3 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 40 40 40 40 40

実績 － 37.3 38.4 42.1 43 ―
119

骨粗しょう症
予防事業

１
目
標
を
達
成

骨密度を受診した２０歳～６４歳の割合
・令和6年度より健康日本２
１（第三次）の「女性の健
康」において骨粗しょう症検
診受診率を新たな目標に設定
していることを考慮し、節目
年齢の女性に対し骨粗しょう
症検診を実施する。
・骨粗しょう症検診対象者以
外の市民に対しては健康まつ
りで骨密度測定を実施する。
・骨粗しょう症検診対象者に
対して、見やすい受診勧奨は
がきを送付し、積極的な受診
勧奨を行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
健康増進法に基づいた対象者（節目年齢女性）に対し、個別勧奨通知を送
付し、積極的な受診勧奨を行ったため、実績値が目標値に達した。

117

幼児発達支援
事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

幼児健診等から紹介された人が教室に参加した割合 引き続き、相談・支援を
継続する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
事業への参加、医療機関への受診勧奨を実施したことにより、目標を達成
できた。

118

こころの健康
づくり事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

こころの健康相談利用率 今後も広報紙等で周知を
行い、希望者が相談でき
る体制を維持する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
市のホームページにこころの体温計の掲載を継続し、こころの健康づくり
への意識付けに努めるとともに、こころの健康相談の周知に努めた結果、
利用率が目標値を達成した。

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

116

育児健康相談
事業
（再掲）

２
概
ね
達
成

３～４か月児健診後のフォロー者の割合 すくすく子育て相談室と
して、育児支援・虐待予
防の強化を図る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
8割以上の支援が必要な親子に対し、こどもの発育・発達や育児について
支援できたため、概ね達成とした。
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【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 99.7 100.8 97.4 97.8 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 86 86 86 86 87

実績 － 87.533 89.1 92.4 92.4 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 95.4 95.8 96.2 96.6 97

実績 － 95.7 94.4 96.6 94.0 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 11,000 11,000 11,000 11,000 11,000

実績 － 5,458 7,122 7,634 8,818 ―

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

123

生活習慣病予
防事業

２
概
ね
達
成

生活習慣病予防講座（健康講座）出席者数（延べ） 今後も引き続き健診等の
保健事業の機会を積極的
に活用したり、講座等を
行うことで、健康に関す
る正しい知識の普及啓発
や生活習慣を見直すきっ
かけづくりを行ってい
く。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
新型コロナウイルスが５類になったことに伴い、講座等への参加者数が増
え、目標の8割に達した。

121

親子歯科保健
推進事業

１
目
標
を
達
成

３歳児健診受診者のむし歯のない子の割合 引き続き歯科保健指導、
フッ素塗布を実施する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
「３歳児健診受診者のむし歯のない子の割合」は目標を達成できている。

122

予防接種事業

２
概
ね
達
成

MR（麻しん・風疹混合）第２期接種率 LINEからの情報発信、対
象者への個別通知によ
り、引き続き周知を行っ
ていく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
おおむね、例年どおりの接種率だった。微減した理由は、MRワクチンの
品質が保てずに自主回収したものがあり、医療機関への供給に影響があっ
たものと思われる。

120

妊産婦保健事
業
（再掲）

２
概
ね
達
成

妊婦健診の受診率 引き続き、受診促進と妊
娠・出産・子育てに関す
る支援を継続する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
母子健康手帳の交付時に妊婦健康診査及び関連検査受診券を交付し、定期
的な受診の促進と、母体や胎児の健康保持に努めた。
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【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 2,200 2,200 2,200 2,200 2,200

実績 － 0 0 306 700 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 52 78 107 102 ―

指標(単位) （位）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 50 50 50 10 10

実績 － 13.6 8.5 9.7 2 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 45 50 55 60 60

実績 － 34.8 35.7 41.4 37.7(暫定値) ―
127

国民健康保険
特定健康診査
等事業

３
や
や
遅
れ
て
い
る

特定健康診査受診率
・受診券の送付封筒を大きく
見やすく変更
・引き続きAIによる対象者選
出、対象者に合わせた個別の
受診勧奨や電話による受診勧
奨を実施
・広報紙やホームページを利
用した勧奨及び医療機関と連
携した受診勧奨を継続して実
施
・特定健康診査の受診率向上
のため、「健康診断受診率向
上特別対策プロジェクトチー
ム」による全庁的な取組を実
施する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
受診券の個別送付、図書館の貸出レシートへの掲載や関連図書の展示、モ
ニター掲示、医療機関へのポスター掲示やチラシ配布、AIによる対象者選
出及び対象者に合わせた個別の受診勧奨、電話による受診勧奨を実施し
た。
※　評価は、暫定値に基づき実施

125

健康相談事業

１
目
標
を
達
成

重点健康相談に対する利用者の割合 今後も引き続き健診等の
保健事業の機会やホーム
ページ、広報紙で周知を
行い、健康相談への参加
を促していく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・重点健康相談：テーマ別（高血圧２回、糖尿病３回、脂質異常症１回）
・総合健康相談は、適宜窓口や電話で対応。
上記取り組みを実施し、実績値が目標値に達した。

126

がん検診事業

１
目
標
を
達
成

市町村がん検診事業の評価結果県内市町村ランキング
※令和4年度までは、肺がん検診受診率（％）

・集団がん検診不来場者への受診
勧奨
・集団検診申込時に複数受診の勧
め
・受診再勧奨通知の対象者拡大
・かかりつけ医からの受診勧奨
・ピンクリボンキャンペーン実施
・精密検査未受診者への電話によ
る受診勧奨
・胃内視鏡検査・前立腺がん検診
の自己負担額減額、乳がん検診自
己負担額無料
・胃リスク検診対象年齢拡充
・様々な機会を捉えて広報紙や
SNS等で積極的かつ戦略的に周
知に取り組む。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
個別・集団がん検診の実施、けんしんパスポート（無料クーポン）の送
付、集団検診WEB予約、休日コールセンター実施、未受診者への再勧奨
通知の取組を実施し、令和５年度国民健康保険給付費等交付金「保健事業
の評価基準」に基づく評価結果において、評価結果県内上位10位以内の2
位となったため。

124

健康づくり地
域交流事業

４
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

地域交流事業参加者数 各支部と連携し、地区の
実情や特色に合わせた活
動を支援し、事業を展開
していく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
目標設定後に、１支部３地区が休会となり、事業実施回数も減少した。し
かし、感染症の流行を終え、少しずつ開催規模を拡大し、事業を開催する
ことが出来た。世代を超えた交流を図ることが出来た。

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

No
具体的な施策
または取組項目

評
価
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【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 20 20 20 20 20

実績 － 23.6 13.9 19.5 31.6 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 20 20 20 20 20

実績 － 23.6 13.9 19.5 31.6 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 94 93 94 93 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 96.2 97.3 98.3 97.6 ―

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

乳幼児健診事
業
（再掲）

２
概
ね
達
成

３～４か月健診受診率 ・騎西、北川辺及び大利
根地域の乳児健診（3～4
か月児健診、9～10か月
児健診）、騎西及び大利
根地域の幼児健診（1歳6
か月児健診、2歳児健
診）、北川辺地域の幼児
健診（1歳6か月児健診、
2歳児健診、3歳児健診）
を原則合同開催とする。
・未受診者に対して通知
の郵送、電話、訪問等の
受診勧奨を行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
3～4か月児健診の受診対象者546名に対し、受診者53３名と受診率は
97.6%であり、概ね目標を達成とした。

131

129

産後ケア事業

１
目
標
を
達
成

支援プラン対象家庭の終結割合（3～4か月健診時点） 産後ケア事業を継続する

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
産後の赤ちゃん訪問での様子やアンケートで、育児不安を抱えた母親を対
象に、助産師による教室を開催し育児手技の指導や交流支援に努めた。

130

絵本との親子
ふれあい事業
（再掲）

２
概
ね
達
成

絵本を配布した親子の割合 未受診者も図書館に来館
することで絵本を受け取
れることをさらに周知す
る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
健診受診者には、健診当日又は後日に絵本を手渡しすることができたが、
健診受診予定者に未受診者が多かったため目標値に届かなかった。

128

産後サポート
事業

１
目
標
を
達
成

支援プラン対象家庭の終結割合（3～4か月健診時点） 産後サポート事業を継続
する

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
産後の赤ちゃん訪問での様子やアンケートで、育児不安を抱えた母親を対
象に、助産師による教室を開催し育児手技の指導や交流支援に努めた。
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【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 99.4 99.3 99.8 99.7 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 0 74.3 81.5 92.2 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 20 20 20 20 20

実績 － 11 10 16 22 ―

指標(単位) （事業）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 14 14 14 14 14

実績 － 14 14 25 25 ―

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

135

健康情報活用
事業

１
目
標
を
達
成

システムを活用している事業数 必要に応じシステムの更
改作業を実施し、安定的
な運用を目指す。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
健康管理システム内のデータを健診の案内や予防接種の勧奨等に活用でき
た。

133

重症化予防保
健指導事業

２
概
ね
達
成

保健指導対象者に対する被保健指導実施者の割合 特定保健指導不参加者や
受診勧奨値かつ未受診者
等に保健指導を行い、生
活習慣病の重症化予防や
新規透析者の増加抑制に
取り組む。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・集団健診で特定健康診査を受診し、特定保健指導の対象となった者のう
ち、血液データが受診勧奨値に達している者と受診勧奨値に達していない
積極的支援対象者へ電話や訪問等で保健指導を実施。
・上記の取組を実施し、実績値が目標値の８割以上を達成できた。

134

あすなろ園管
理運営事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

あすなろ園通園者数 ・個々の障がいに適切に
対応できるよう特別支援
学校等の巡回相談や研修
を通じて、関係機関や庁
内関係課との連携・協力
関係の強化を図る。
・母子通園により機能訓
練や生活訓練を実施し、
こどもの発達に合わせた
支援と親支援を行い、集
団保育や就学につなげて
いく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
保護者支援が必要なケースに対応する施設として、すくすく子育て相談室
と連携を図り、園児の受け入れを行うとともに、就学前児童の発達支援等
を実施した。

132

こんにちは赤
ちゃん事業
（再掲）

２
概
ね
達
成

生後４か月以内に訪問した割合 委託契約をしている助産
師と連携し、全戸訪問で
きるよう努める。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
出生連絡票を提出してもらい、生後4か月までに助産師・保健師が訪問し
ている。訪問件数割合は９割を超えていることから概ね達成とした。
訪問し、相談にに乗ることで親の育児不安の軽減及び早期に必要な支援に
結び付けることができた。
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　②食育の推進

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 99.6 98.8 100 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 100 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 15 15 15 15 15

実績 － 18.3 20 21.1 15.8 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 96.2 97.3 98.3 97.6 ―

１
目
標
を
達
成

学校給食に提供した地元産野菜の割合 引き続き、学校給食セン
ター等と連携を図り、出
荷可能な農産物や仕入先
（生産者等）の情報共有
により、地場産野菜の使
用量の拡大を目指す。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
高温障害の影響もあり、令和４年度の実績を下回ったが、学校給食セン
ターと調整を行い、出荷可能な農産物等の情報共有を行った結果、生産者
や販売組織から学校給食における地産地消の取組への協力を得られたた
め、目標値の８割以上に達した。

139

乳幼児健診事
業
（再掲）

２
概
ね
達
成

３～４か月健診受診率 ・騎西、北川辺及び大利
根地域の乳児健診（3～4
か月児健診、9～10か月
児健診）、騎西及び大利
根地域の幼児健診（1歳6
か月児健診、2歳児健
診）、北川辺地域の幼児
健診（1歳6か月児健診、
2歳児健診、3歳児健診）
を原則合同開催とする。
・未受診者に対して通知
の郵送、電話、訪問等の
受診勧奨を行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
3～4か月児健診の受診対象者546名に対し、受診者53３名と受診率は
97.6%であり、概ね目標を達成とした。

137

給食センター
管理運営事業

１
目
標
を
達
成

安全安心な給食の提供日数（率） ・児童生徒園児に安全安
心な給食を提供する。
・安全で安心な給食の提
供のために、施設整備の
維持管理及び衛生管理の
徹底を図る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
３センター（令和５年９月から２センター）とも衛生管理を徹底した結
果、事故などによる給食停止は発生せず、給食が提供できたため。

138

地産地消推進
事業

136

親と子の食育
事業

１
目
標
を
達
成

乳幼児の栄養や食事づくりについて理解できた参加者の割合 引き続き、参加者に分か
りやすい事業となるよう
努める。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
参加延べ人数は計画値を下回ったが、参加者の理解度や満足度が高かった
ため。

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

43



　③思春期保健対策の充実

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 30 30 30 30 30

実績 － 33.3 23.4 39.6 19.1 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 0 0 0 0 0

実績 － 0.43 0.53 0.78 1.12 ―

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 0 0 0 0 0

実績 － 3.66 3.93 5.9 7.52 ―

141

いじめ・不登
校対策事業

３
や
や
遅
れ
て
い
る

さわやか相談員や巡回ス
クールカウンセラーを配
置し、教育相談体制の充
実を図る。・中学校の教
育相談部会の会議に教育
委員会の担当が参加し、
支援について助言を行
う。

小学校

中学校

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
コロナが５類に移行し、コロナ禍以前の生活形態に戻ったが、児童生徒や
保護者の学校を休むことへの意識が変化しており、不登校児童生徒数は増
加傾向にあり、対応が遅れている状況である。

140

家庭児童相談
事業
（再掲）

３
や
や
遅
れ
て
い
る

要見守り世帯のうち定期的な見守りの必要がなくなった世
帯の割合

ケース課題が多岐に渡
り、課題の解決が困難化
してきている。関係機関
及び関係各課との連携強
化と役割分担を明確化
し、児童虐待に対するき
め細かな支援、対応を
行っていく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・児童担当職員のほか、家庭児童相談員を3名配置し、家庭訪問や学校訪問、電話による家庭
における児童の福祉に関する相談、助言、指導
・３総合支所児童担当、熊谷児童相談所との連携による相談支援
・虐待通告に対する訪問、来室、電話による関係機関との連携、ケース評価、支援方針の確
認
　以上の取組を行ったが、実績値が目標値を下回った要因としては、複合的な課題に対して
継続的な支援を要し、課題の解消や状況の改善が難しかったことがあげられる。

全児童生徒数に対する不登校児童生徒の割合

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等
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（２）保健医療の充実

　①小児医療の充実

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （日）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 41 39 39 40 42

実績 － 41 39 39 40 ―

指標(単位) （件）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 26,000 26,500 27,000 27,500 28,000

実績 － 14,197 27,387 446,226 80,379 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 100 ―

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 100 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 2,900 3,000 3,000 3,000 ―

実績 － 2,504 2,333 2,130 1,927 ―

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

142

休日小児科診
療事業

１
目
標
を
達
成

診療実施日数 引き続き休日診療体制を
確保し、実施回数を維持
していく

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
小児・成人ともに二次救急輪番の実施率について100％を維持できたた
め。

145

地域医療ネッ
トワーク（と
ねっと）事業 ３

や
や
遅
れ
て
い
る

医療連携ネットワークに参加するこども（１８歳未満）の数 「とねっと」システムの
終了に伴う清算業務の事
務局支援

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
令和５年度末で「とねっと」システムが終了することもあり、参加者の増
加を図ることはできなかった。

引き続き第二次救急医療
体制の維持に努めるとと
もに、在宅当番制及び夜
間・休日の当直医確保に
資する事業の実施によ
り、休日・夜間の初期救
急医療体制の確保に努め
る。

小児

成人
144

初期・2次・
3次救急医療
支援事業

１
目
標
を
達
成

休日・夜間における第二次救急医療体制の整備率（小児・
成人）

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
年間を通して計画したすべての日程で休日小児科診療を実施することがで
きた。

143

医療情報提供
事業

１
目
標
を
達
成

医療情報の提供（ホームページアクセス件数） 電子媒体と紙媒体を効果
的に活用し、情報の正確
性とタイムリー性の向上
に努める

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
計画した事項を予定通り実施し、市民に必要な医療情報を提供した。
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【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 100 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 100 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 380 380 400 700 750

実績 － 0 650 690 1,208 ―

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

148

小児科医によ
る救急講座・
子育て相談事
業

１
目
標
を
達
成

参加人数 関係課との連携強化を図
り、参加者の増加に努め
る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
令和５年度は会場での講演とwebによる動画公開とし、実施した。

146

子育て支援医
療費支給事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

適正に支給できた割合 住民記録情報との突合等
を定期的に実施し、引き
続き医療費を適正に支給
する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・対象者に子育て支援医療費を適正に支給することにより、子育て世帯に
おける経済的負担の軽減を図ることができたため。
・審査支払事務の一部委託並びに受給資格及び支給履歴をシステム管理す
ること等により子育て支援医療費を適正に支給することができたため。

147

ひとり親家庭
等医療費事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

適正に支給できた割合 引き続き医療費を適正に
支給する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
条例・規則等により適正に医療費を支給することができたため。
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基本目標３　ワーク・ライフ・バランスの子育て支援

（１）仕事と子育ての両立

　①仕事と子育ての両立の推進

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 90 89 93 100 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 90 89 93 100 ―

指標(単位) （件）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 5,500 5,500 5,500 5,500 5,500

実績 － 3,763 4,358 4,106 3,937 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 15 15 15 15 15

実績 － 6 10 13 5 ―
152

産後支援ヘル
パー派遣事業

４
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

利用者数 ・ホームページやチラシ
の配布等、各種の広報媒
体を活用して継続的に広
報を行っていく。
・社会福祉協議会と連携
しながら、一人ひとりに
寄り添った支援を行って
いく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
産後支援ヘルパー派遣事業は、ヘルパーが利用者の自宅に入るという事業
の性質上、利用者にとっての心理的ハードルが高く、産後支援事業として
は産後ケア事業にニーズが流れがちである。

151

ファミリーサ
ポートセン
ター事業
（再掲） ３

や
や
遅
れ
て
い
る

ファミリーサポートセンター事業の利用件数 会員の高齢化に伴い、協
力できる会員数が減少し
ていくため、協力会員養
成講座を開催及び募集を
行い、新規会員の増加に
努める。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・民間学童の送迎体制が整備され、利用者数は減少傾向にある。
・協力会員数が伸び悩み、新たなサポート依頼への対応が難しくなりつつ
あるが、コーディネーターが現状の協力会員で賄えるよう調整している。

150

民間認定こど
も園・幼稚園
等給付費支給
事業

２
概
ね
達
成

認定区分児童の就学・就園率 適正な施設型給付費の支
給を行い、必要な保育
サービスを提供すること
により、子育て世帯を支
援する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
施設型給付費・地域型給付費を適正・確実に支出し、幼児教育と保育の振
興を図ったため。

149

就学前子ども
教育・保育認
定事業

２
概
ね
達
成

認定区分児童の就学・就園率 教育・保育給付認定現況
届（家庭状況調査書）を
活用し、保育の必要性や
保育標準時間・保育短時
間を適切に把握する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
子ども・子育て支援新制度に基づき、保育所入所希望者の入所事務を遺漏
なく進めることができたため。

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等
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【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 10 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 0 0 0 0 0

実績 － 0 0 0 0 ―

指標(単位) （箇所）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 16 16 16 16 16

実績 － 16 16 16 16 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 4,500 7,329 6,775 6,265 5,000

実績 － 4,725 7,466 6,028 10,966 ―

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

155

長時間保育事
業

１
目
標
を
達
成

長時間保育実施か所数 今後も長時間保育の需要
に対し、保護者の就労支
援となるよう、延長保育
を行う民間保育所に対し
て補助を行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
市内16園に対し適正な助成を実施し、就労時間等の多様化に対応した保
育サービスの充実を図ったため。

154

民間保育所等
運営委託事業

１
目
標
を
達
成

待機児童数

156

一時保育事業

１
目
標
を
達
成

一時保育事業利用児童数 保護者の急病や多様な勤
務形態により、一時的に
保育を必要とする乳幼児
を受け入れる民間保育所
等に対して補助を行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
市内民間保育所7園、市外民間保育所3園（認定こども園を含む）、市内
公立保育所2園で一時保育を実施した。民間保育所に対し適正に補助金を
交付し、保護者の多様なニーズに対応したため。

今後も待機児童数ゼロを
維持し、子育て世帯の多
様な保育ニーズに対応す
るため、適正な給付費
（委託料）の給付を行
う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
令和5年度も待機児童数ゼロを継続することができたため。

153

子育て短期預
かり事業

４
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

利用希望に対応できた割合 利用希望に断りなく対応
出来るように委託先との
調整を図るとともに、新
たな委託先を確保する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
委託先の受入が困難である状況が続き、利用希望に対応出来なかった。

48



【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 30 30 30 20 20

実績 － 22 23 25 17 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 0 0 0 0 0

実績 － 0 0 0 0 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 0 0 0 0 0

実績 － 0 0 0 0 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 0 0 0 0 0

実績 － 0 0 0 0 ―

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

160

公立保育所管
理運営事業

１
目
標
を
達
成

公立保育所入所待機児童数 ・施設設備の補修・更新
を行い、入所児童が安心
して過ごせるよう保育環
境を整備する。
・月途中入所に対応する
ため、引き続き、広報
紙、ホームページ、
SNS、新聞広告を活用し
ながら、会計年度任用職
員（保育士）の確保に努
める。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
保育を必要とする児童の保育を行うことにより、仕事を持つ保護者に対す
る子育て支援が図られた。待機児童ゼロを維持できた。

159

民間放課後児
童健全育成事
業

１
目
標
を
達
成

待機児童数 市内の児童数や利用需要
等の推移を見定め、引き
続き、指定管理者や事業
委託者と連携し、必要に
応じて支援単位を増設す
るなど、柔軟に事業を実
施していく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
指定管理者や事業委託者と連携のうえ、順調に事業を実施することができ
た。その結果、利用を希望する児童すべてを受け入れることができ目標を
達成することができた。

158

公立放課後児
童健全育成事
業

１
目
標
を
達
成

待機児童数 公立放課後児童健全育成
事業については、引き続
き指導員を確保しつつ、
児童数が増加する見込み
がある施設は計画的に対
応していく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
広報かぞ、ＳＮＳによる指導員確保や、保育面積確保等により待機児童ゼ
ロを維持することができた。

157

夜間保育事業

２
概
ね
達
成

夜間保育園入所児童数 夜間保育を必要とする児
童のスムーズな入所を実
施する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
夜間保育のニーズに応じつつ、実績に応じて運営費を適正に支出し、保育
サービスの充実を図ったため。
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【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （箇所）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 2 2 2 2 2

実績 － 2 2 2 2 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 522 535 533 531 510

実績 － 492 493 492 505 ―

指標(単位) （園）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 13 13 13 13 13

実績 － 9 8 9 11 ―

指標(単位) （回）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 7 7 7 7 7

実績 － 7 7 8 8 ―

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

163

幼稚園預かり
保育事業

２
概
ね
達
成

実施園数 引き続き必要に応じて預
かり保育を実施し、子育
て支援につなげる。令和
６年度は、利用希望者が
１人でもいれば開設す
る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
保育の延長が必要な幼児に対して、開設している市立幼稚園全１１園で預
かり保育を実施した。また、保護者の就労時間により、預かり保育料の無
償化の認定を申請、承認することで、子育てを支援することができた。

162

低年齢児保育
事業

２
概
ね
達
成

低年齢児（0、１歳児）入所児童数

164

認可外保育施
設指導監査等
事務事業

１
目
標
を
達
成

立入調査実施回数 適切な保育環境の確保を
図るため、引続き指導監
督を実施する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
年１回の立入調査（居宅訪問型は集団指導）を実施し、適正な保育環境で
あることを確認した。

今後も安定的に低年齢児
への保育サービスが提供
できるように、受け入れ
体制を整えている保育所
に対して助成を行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
市内15園、市外9園に対し適正な助成をし、低年齢児保育サービスの充実
を図ったため。

161

病後児保育事
業

１
目
標
を
達
成

病後児保育実施か所数 引き続き、病後児保育事
業を提供する市内２施設
に対し支援を行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
2施設に対し支援を行い、子育てと就労の両立支援を行ったため。
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【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （園）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 7 7 7 7 7

実績 － 6 6 6 6 ―

指標(単位) （箇所）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 16 16 16 16 16

実績 － 16 16 16 16 ―

指標(単位) （団体）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 4 4 4 4 4

実績 － 3 3 3 3 ―

指標(単位) （箇所）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 0 0 0 0 0

実績 － 1 1 1 1 ―

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

168

民間保育所施
設整備助成事
業

１
目
標
を
達
成

施設整備実施か所数 「加須市子ども・子育て
支援計画」との整合性を
保ちながら助成の必要性
を検討し、必要な場合
は、計画的かつ適正に助
成を行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
適正な利用定員を確保しており、待機児童ゼロを維持しているとともに、
必要に応じた施設整備を支援したため。

167

母子福祉団体
助成事業、保
育団体助成事
業

２
概
ね
達
成

助成団体数 引き続き各団体に活動費
の助成を行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
民間保育所連絡協議会、人権保育推進委員会、母子及び寡婦福祉会の児童
福祉の向上に取り組む団体に対して活動費等の助成を行った。

166

民間保育所助
成事業

１
目
標
を
達
成

職員処遇改善等実施施設数 民間保育所の経営状況や
保育士の雇用状況を確認
し、安定的な運営のた
め、必要な人材を確保で
きるよう助成を行う。ま
た、近隣市の補助状況を
把握し、多くの保育士に
加須市で就労してもらえ
るよう、助成内容の検討
を行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
民間保育所に対し適正に助成を行い、入所児童の健全な育成が図られたた
め。

165

公立保育所施
設整備事業

１
目
標
を
達
成

計画的な施設整備園数 加須市子ども・子育て支
援計画に基づき、適正規
模に満たない施設の統廃
合等を検討する。また、
老朽化した施設の改修を
実施する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
幼児の安全と保育環境の充実を図るため、必要な修繕等を実施したため。
第三保育所については、令和2年度から休園中。
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【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 7,400 7,400 7,400 7,400 7,400

実績 － 5,030 5,555 5,542 5,584 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 21 21 100 100 100

実績 － 21 20 100 100 ―

指標(単位) （箇所）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 34 34 34 34 34

実績 － 34 34 34 34 ―

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

171

放課後児童健
全育成事業者
指導監査等事
務事業

１
目
標
を
達
成

指導監査の実施施設数 適切な保育環境の確保を
図るため、引続き指導監
督を実施する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
放課後児童クラブ（民営17施設、公営17施設）に対する立入調査及び書
面監査を計画通りに実施し、適正な保育環境であることを確認した。

170

保育所等指導
監査等事務事
業

１
目
標
を
達
成

指導監査の実施率（指導監査実施数/指導監査実施計画数）
※令和３年度まで：指導監査の実施施設数

適切な保育環境の確保を
図るため、引続き指導監
督を実施する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
対象施設（民間保育所14施設、市立保育所6施設）等に対する実地監査及
び書面監査等を計画通り実施し、適正な保育環境であることを確認した。

169

子どもふれあ
いの家管理運
営事業

３
や
や
遅
れ
て
い
る

年間延べ利用者数 引き続き水深小学校放課
後児童第2健全育成室とし
て活用する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
学童としての年間利用者数が、計画値の75.5％にとどまったため「やや
遅れている」とした。
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　②働き方の見直しの推進

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 40 40 40 40 40

実績 － 29.4 31.3 28.7 28.4 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 1,300 1,300 1,300 1,300 1,300

実績 － 823 817 1,051 1,075 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 100 ―

指標(単位) （事業所）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 4 4 4 4 4

実績 － 3 2 2 2 ―

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

175

ワーク・ライ
フ・バランス
推進事業

３
や
や
遅
れ
て
い
る

男女共同参画推進事業所表彰の表彰事業所数 男女共同参画推進事業所
表彰について周知を図っ
ていく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
広報紙、ホームページ、市内企業へのチラシ配布等で募集したが、2事業
所の表彰となり、目標値に達しなかったため。

174

市役所業務短
期補助事業

１
目
標
を
達
成

会計年度任用職員を必要とする部署への配置率 今後も業務繁忙等により
人員を必要としている部
署に対して、適正に会計
年度任用職員を配置して
いく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
会計年度任用職員を業務繁忙等により人員を必要としている部署に適正に
配置した。（１課・２名（延べ人数では３名））

173

就業支援事業

２
概
ね
達
成

就業支援各種セミナー（年間参加者数） 引き続き、関係機関等と
連携し、就業支援セミ
ナー等を開催する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
就業支援セミナー等を国や県等の関係機関と共催し、就業支援各種セミ
ナーの年間参加者数が目標の８割を達成することができた。

172

男女共同参画
推進事業
（再掲）

３
や
や
遅
れ
て
い
る

男女の地位（家庭・教育・職場・政治・社会通念・地域活
動・法律制度）が平等と感じている市民の割合

今後も目標達成に向け、
男女共同参画について、
普及、啓発に努めてい
く。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
市民企画委員との協働により、講演会、セミナー、フォーラムを実施し、
男女共同参画について啓発を行ったが、参加者等へのアンケートの結果、
男女の地位が平等と感じている割合は減となり、目標値に達しなかったた
め「やや遅れている」と評価した。
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（２）子育て安心プランの推進【加須市子育て安心プラン】

　①保育の充実

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （園）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 13 13 13 13 13

実績 － 9 8 9 11 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 0 0 0 0 0

実績 － 0 0 0 0 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 0 0 0 0 0

実績 － 0 0 0 0 ―

指標(単位) （箇所）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 16 16 16 16 16

実績 － 16 16 16 16 ―

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

179

長時間保育事
業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

長時間保育実施か所数 今後も長時間保育の需要
に対し、保護者の就労支
援となるよう、延長保育
を行う民間保育所に対し
て補助を行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
市内16園に対し適正な助成を実施し、就労時間等の多様化に対応した保
育サービスの充実を図ったため。

178

公立保育所管
理運営事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

公立保育所入所待機児童数 ・施設設備の補修・更新
を行い、入所児童が安心
して過ごせるよう保育環
境を整備する。
・月途中入所に対応する
ため、引き続き、広報
紙、ホームページ、
SNS、新聞広告を活用し
ながら、会計年度任用職
員（保育士）の確保に努
める。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
保育を必要とする児童の保育を行うことにより、仕事を持つ保護者に対す
る子育て支援が図られた。待機児童ゼロを維持できた。

177

民間保育所等
運営委託事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

待機児童数 今後も待機児童数ゼロを
維持し、子育て世帯の多
様な保育ニーズに対応す
るため、適正な給付費
（委託料）の給付を行
う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
令和5年度も待機児童数ゼロを継続することができたため。

176

幼稚園預かり
保育事業
（再掲）

２
概
ね
達
成

実施園数 引き続き必要に応じて預
かり保育を実施し、子育
て支援につなげる。令和
６年度は、利用希望者が
１人でもいれば開設す
る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
保育の延長長が必要な幼児に対して、開設している市立幼稚園全１１園で
預かり保育を実施した。また、保護者の就労時間により、預かり保育料の
無償化の認定を申請、承認することで、子育てを支援することができた。
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【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 4,500 7,329 6,775 6,265 5,000

実績 － 4,725 7,466 6,028 10,966 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 30 30 30 20 20

実績 － 22 23 25 17 ―

指標(単位) （箇所）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 2 2 2 2 2

実績 － 2 2 2 2 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 522 535 533 531 510

実績 － 492 493 492 505 ―

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

183

低年齢児保育
事業
（再掲）

２
概
ね
達
成

低年齢児（0、１歳児）入所児童数 今後も安定的に低年齢児
への保育サービスが提供
できるように、受け入れ
体制を整えている保育所
に対して助成を行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
市内15園、市外9園に対し適正な助成をし、低年齢児保育サービスの充実
を図ったため。

182

病後児保育事
業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

病後児保育実施か所数 引き続き、病後児保育事
業を提供する市内２施設
に対し支援を行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
2施設に対し支援を行い、子育てと就労の両立支援を行ったため。

181

夜間保育事業
（再掲）

２
概
ね
達
成

夜間保育園入所児童数 夜間保育を必要とする児
童のスムーズな入所を実
施する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
夜間保育のニーズに応じつつ、実績に応じて運営費を適正に支出し、保育
サービスの充実を図ったため。

180

一時保育事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

一時保育事業利用児童数 保護者の急病や多様な勤
務形態により、一時的に
保育を必要とする乳幼児
を受け入れる民間保育所
等に対して補助を行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
市内民間保育所7園、市外民間保育所3園（認定こども園を含む）、市内
公立保育所2園で一時保育を実施した。民間保育所に対し適正に補助金を
交付し、保護者の多様なニーズに対応したため。
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【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （回）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 7 7 7 7 7

実績 － 7 7 8 8 ―

指標(単位) （園）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 7 7 7 7 7

実績 － 6 6 6 6 ―

指標(単位) （箇所）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 16 16 16 16 16

実績 － 16 16 16 16 ―

指標(単位) （団体）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 4 4 4 4 4

実績 － 3 3 3 3 ―

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

187

母子福祉団体
助成事業、保
育団体助成事
業
（再掲）

２
概
ね
達
成

助成団体数 引き続き各団体に活動費
の助成を行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
民間保育所連絡協議会、人権保育推進委員会、母子及び寡婦福祉会の児童
福祉の向上に取り組む団体に対して活動費等の助成を行った。

186

民間保育所助
成事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

職員処遇改善等実施施設数 民間保育所の経営状況や
保育士の雇用状況を確認
し、安定的な運営のた
め、必要な人材を確保で
きるよう助成を行う。ま
た、近隣市の補助状況を
把握し、多くの保育士に
加須市で就労してもらえ
るよう、助成内容の検討
を行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
民間保育所に対し適正に助成を行い、入所児童の健全な育成が図られたた
め。

185

公立保育所施
設整備事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

計画的な施設整備園数 加須市子ども・子育て支
援計画に基づき、適正規
模に満たない施設の統廃
合等を検討する。また、
老朽化した施設の改修を
実施する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
幼児の安全と保育環境の充実を図るため、必要な修繕等を実施したため。
第三保育所については、令和2年度から休園中。

184

認可外保育施
設指導監査等
事務事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

立入調査実施回数 適切な保育環境の確保を
図るため、引続き指導監
督を実施する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
年１回の立入調査（居宅訪問型は集団指導）を実施し、適正な保育環境で
あることを確認した。
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【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （箇所）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 0 0 0 0 0

実績 － 1 1 1 1 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 21 21 100 100 100

実績 － 21 20 100 100 ―

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

189

保育所等指導
監査等事務事
業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

指導監査の実施率（指導監査実施数/指導監査実施計画数）
※令和３年度まで：指導監査の実施施設数

適切な保育環境の確保を
図るため、引続き指導監
督を実施する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
対象施設（民間保育所14施設、市立保育所6施設）等に対する実地監査及
び書面監査等を計画通り実施し、適正な保育環境であることを確認した。

188

民間保育所施
設整備助成事
業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

施設整備実施か所数 「加須市子ども・子育て
支援計画」との整合性を
保ちながら助成の必要性
を検討し、必要な場合
は、計画的かつ適正に助
成を行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
適正な利用定員を確保しており、待機児童ゼロを維持しているとともに、
必要に応じた施設整備を支援したため。
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（３）新・放課後子ども総合プランの推進【加須市新・放課後子ども総合プラン】

　①放課後児童健全育成事業（学童保育）の推進

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 0 0 0 0 0

実績 － 0 0 0 0 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 0 0 0 0 0

実績 － 0 0 0 0 ―

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
広報かぞ、ＳＮＳによる指導員確保や、保育面積確保等により待機児童ゼ
ロを維持することができた。

191

民間放課後児
童健全育成事
業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

待機児童数 市内の児童数や利用需要
等の推移を見定め、引き
続き、指定管理者や事業
委託者と連携し、必要に
応じて支援単位を増設す
るなど、柔軟に事業を実
施していく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
指定管理者や事業委託者と連携のうえ、順調に事業を実施することができ
た。その結果、利用を希望する児童すべてを受け入れることができ目標を
達成することができた。

190

公立放課後児
童健全育成事
業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

待機児童数 公立放課後児童健全育成
事業については、引き続
き指導員を確保しつつ、
児童数が増加する見込み
がある施設は計画的に対
応していく。
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　②子どもの居場所の確保

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （箇所）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 6 6 6 6 6

実績 － 5 6 6 6 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000

実績 － 31,608 28,182 27,134 23,619 ―

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

193

民間児童館助
成事業
（再掲）

２
概
ね
達
成

民間児童館利用者数 引き続き民間児童館の運
営を支援し、こどもの居
場所を確保する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
みつまた児童館に対し事業運営費を補助することにより、こどもの居場所
を確保することができたため。

192

子どもの居場
所づくり事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

小学生の居場所を創出した公共施設の数 放課後子ども教室の取組
を促進する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
加須地域の加須児童館、花崎児童館、利根川こども館、大利根地域の子育
て支援センター（ぴっぴ）、騎西地域のプラザきさい、北川辺地域に北川
辺キッズスペースを開設し、加須市全地域にこどもの居場所を確保できた
ため。
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基本目標４　教育環境の充実

（１）学校教育の充実

　①確かな学力、豊かな心や健やかな体の育成

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 100 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 100 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 50 50 50 50 50

実績 － 42 33 40 32 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 90 90 90 90 ―
197

小学校英語教
育推進事業

２
概
ね
達
成

小学校外国語活動の目標を概ね達成した５・６年生児童の
割合

・英語教育研究員が小学校を学期
に1度訪問し、担任や外国語活動
指導助手への授業支援や指導を行
う。
・3、4年生の外国語活動の授業
で、担任と外国語活動指導助手と
のティーム・ティーチングを計画
的に実施し年間授業時数35時間
を確保できるようにする。
・5、6年生の外国語の授業で、
担任と外国語活動指導助手との
ティーム・ティーチングを計画的
に実施し、年間授業時数70時間
を確保できるようにする。
・英語に興味関心が高い児童をさ
らに伸ばすため、イングリッシュ
サマーキャンプを実施する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
英語教育研究員が小学校を学期に1度訪問し、担任や外国語活動指導助手
への授業支援や指導を行った。また、外国語指導助手の研修会を通して、
担当教員との連携が円滑になった。

196

中学校英語教
育推進事業

２
概
ね
達
成

英語検定３級程度の英語力を有する中３生徒の割合 ・英語教育研究員が全て
の市立中学校を学期に２
度訪問し、英語教員と外
国語指導助手の授業支援
や指導を行って授業力の
向上を図っていく。
・英語に興味関心が高い
生徒をさらに伸ばすた
め、イングリッシュサ
マーキャンプを実施した
り、英語検定受験推奨の
ための手立てをALT派遣
業者と連携をとりながら
講じていく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
英語教育研究員の訪問により、英語教員と外国語指導助手のティーム・
ティーチングによる授業が積極的に展開されている。

No
具体的な施策

または取組項目
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

195

中学校特別支
援教育就学奨
励事業

１
目
標
を
達
成

就学奨励費の支給率 特別支援学級に在籍する
児童の保護者に対して、
制度の周知を徹底する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・特別支援学級に在籍する生徒の保護者に対し、各学校の協力を得ながら
制度の周知を行った。
・保護者及び学校から提出された資料に基づき、就学奨励費を計算し支給
することで、学校生活に係る経費について保護者の経済的負担の軽減を
図った。

194

小学校特別支
援教育就学奨
励事業

１
目
標
を
達
成

就学奨励費の支給率 特別支援学級に在籍する
児童の保護者に対して、
制度の周知を徹底する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・特別支援学級に在籍する児童の保護者に対し、各学校の協力を得ながら
制度の周知を行った。
・保護者及び学校から提出された資料に基づき、就学奨励費を計算し支給
することで、学校生活に係る経費について保護者の経済的負担の軽減を
図った。
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【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 92.3 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － ー 100 100 100 100

実績 － ー 98 97 95 ―

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － ー 100 100 100 100

実績 － ー 96 95 92 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 95 95 95 95 100

実績 － 77 76 ― 81 ―

No
具体的な施策

または取組項目
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

200

あいさつふれ
あい推進事業

２
概
ね
達
成

地域の方にあいさつをしている児童生徒の割合 ・駅での啓発キャンペー
ンを通して、市民に広く
あいさつ運動の啓発を行
うことができた。また、
学校独自にあいさつ運動
を行い、児童生徒への啓
発ができた。
・駅キャンペーンを行う
学校以外の取組が課題で
ある。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
加須市あいさつ運動を推進した。駅でのあいさつキャンペーンや各学校で
の取組を通して、あいさつの啓発活動を積極的に行った。

199

学校訪問指導
事業

２
概
ね
達
成

埼玉県学力・学習状況調査の県平均正答率に対する市平均
正答率の割合

市立幼稚園及び小・中学
校の訪問では、コロナ禍
以前に行った１日訪問を
実施した。その結果、教
職員への指導・助言を通
して、学校の教育力向上
につながった。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
県平均正答率に対する市平均正答率がすべての学年、教科で下回り、目標
値に届かなかった。令和５年度からタブレット端末を用いたCBT※に移行
したことも要因の一つと考えられる。
※ Computer Based Testing、コンピュータを使用した試験方式

198

少人数学級推
進事業

２
概
ね
達
成

小学校３～６年生で３６人以上、中学校２・３年生で３９人以上の学級編成
をせざるを得ない学校に非常勤講師を配置する割合

一学級の人数が多くなる
学年に市独自の非常勤講
師（教育活動補助員）を
配置し、少人数指導や
ティーム・ティーチング
で、つまづいた児童生徒
への指導など、きめ細や
かな学習指導を実施す
る。【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】

配置基準を満たした１３校のうち、１２校に非常勤講師を配置し、きめ細
やかな指導を実践した。
教員免許状を持つ非常勤講師候補者の発掘が課題となる。

中学生

小学生

61



【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － ー 100 100 100 100

実績 － ー 98 97 95 ―

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － ー 100 100 100 100

実績 － ー 96 95 92 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 89 71 41 65 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 95 95 95 95 95

実績 － 0 0 69 91 ―203

サイエンスス
クール事業

２
概
ね
達
成

未来館学習を楽しく学習し、理科に興味・関心を示すこと
ができた児童の割合

市立小学校４年生を対象
に加須未来館を活用した
学習を行うことができ
た。今年度は小小連携の
観点から、近隣の小学校
同士連携しつつ、学習を
進める予定。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
市内全２２の小学校において、加須未来館を活用したサイエンススクール
を行った。プラネタリウムの鑑賞や、未来館職員による天体の学習は、小
学校４年生の児童にとって理科の学習に興味をもつよいきっかけとなっ
た。

202

教育センター
運営事業

３
や
や
遅
れ
て
い
る

適応指導教室「学習室ピア」に通級する不登校傾向の児童
生徒の学校復帰率

・学校との連携を密に
し、学校復帰にむけた支
援の共通理解を図る。
・必要に応じて、スクー
ルソーシャルワーカーや
すくすく子育て相談室、
市の福祉部門と連携した
支援を実施し、問題の解
決を図る。【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】

コロナ禍を抜け、学校への復帰率はやや改善した。適応指導教室に通級で
きていることで満足している面もあり、児童生徒、保護者の考え方が多様
化してきている中で、学校復帰への壁が高くなっている状況がある。

201

学習指導改善
研究事業

２
概
ね
達
成

埼玉県学力・学習状況調査の県平均正答率に対する市平均
正答率の割合

・ＣＢＴ※1による加須市
チャレンジテストや「加
須まなびTime」等を実施
し、児童生徒の学力向上
を図る。
・各校において学力分析
シートを作成し、自校の
傾向の分析や課題解決に
向けた取組に努める。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
市の平均正答率が、県平均を下回っているが、MEXCBT（メクビット）
※2を用いた各校へのチャレンジシートの配布やチャレンジテストの実
施、小規模校に対する人的支援など、一人一人の児童生徒に対してきめ細
やかな学習指導を展開し、学力の向上に努めた。
※1　Computer Based Testing、コンピュータを使用した試験方式
※2　文部科学省CBTシステム

小学生

中学生

No
具体的な施策

または取組項目
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等
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【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － ー 100 100 100 100

実績 － ー 98 97 95 ―

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － ー 100 100 100 100

実績 － ー 96 95 92 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 96 96 96 96 96

実績 － 87.8 86 86.6 85.1 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 96 96 96 96 96

実績 － 95.7 93.1 91.9 93.1 ―
206

中学校健康推
進事業

２
概
ね
達
成

生徒のう歯治療率

小学生

生徒の口腔衛生を促進す
るために、養護教諭の取
組や治療勧告の状況など
を共有できる研修会等を
開催していく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
各学校では、生徒の健康維持・向上を目指し、歯科指導や学校保健委員会
を定期的に開催している。

205

小学校健康推
進事業

２
概
ね
達
成

児童のう歯治療率 児童の口腔衛生を促進す
るために、養護教諭の取
組や治療勧告の状況など
を共有できる研修会等を
開催していく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
歯みがき指導等により、口腔衛生の必要性・重要性を理解させる健康教育
を実施し、健診等で早期発見に努めている。

中学生

No
具体的な施策

または取組項目
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

204

学力アップ事
業

２
概
ね
達
成

埼玉県学力・学習状況調査の県平均正答率に対する市平均
正答率の割合

・本市における学力向上
の課題は大きいが、今年
度は中学校英語に焦点を
当て、英語教育研究員の
学校訪問やイングリッ
シュサマーキャンプなど
本市の特色に合わせた取
組を行う。
・今年度も県学力・学習
状況調査、全国学力・学
習状況調査の結果を踏ま
え、丁寧に分析を行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・各校への加須市チャレンジシート等の提供やチャレンジテストの実施に
より、目標の達成を図っている。
・小規模校に対する人的支援や欠員状態の解消のための非常勤講師を配置
し、一人一人の児童に対してきめ細かな学習指導を展開し、学力の向上に
努めている。
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【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 0 0 0 0 0

実績 － 0 0 0 0 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 100 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 90 90 90 90 90

実績 － 79 84 81 83 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 80 80 80 80 80

実績 － 72 69 69 69 ―

208

教師用教科
書・指導書措
置事業

１
目
標
を
達
成

指導書・教師用教科書対応率（措置した学校数÷措置を必
要とする学校数×100）

引き続き、学級の増設や
教員の増員で必要となる
教師用教科書及び指導書
の適正な措置を行ってい
く。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
学級の増設や教員の増員で必要となった教師用教科書及び指導書を措置し
た。

207

公立幼稚園管
理運営事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

公立幼稚園入園待機児童数 ・産休代員（会計年度任
用職員、幼稚園教諭）を
確保するため、広報紙や
ホームページを活用す
る。
・園児数、学級数、特別
支援が必要な園児数に応
じて、会計年度任用職員
を配置する。
・令和６年度は４歳児ク
ラスを２５人学級、水深
幼稚園の３歳児クラスで
２０人を超えた時は２人
担任とする。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
市立幼稚園において、保育を必要とする幼児の受け入れを行い、待機児童
ゼロを維持することができた。

210

社会科副読本
資料作成事業

２
概
ね
達
成

加須市について、理解している児童の割合 令和４年度の改訂に準じ
た評価テストを改善する
ことで、加須市について
理解している児童の割合
を向上させる。令和８年
度改訂のための編集委員
会を組織し、改訂箇所の
確認を行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・令和４年度に改訂した社会科副読本を配布した。
・令和４年度の改訂に準じた副読本評価テストの打合せを行った。

209

学校ＩＣＴ教
育推進事業

２
概
ね
達
成

ＩCTを活用して効果的な指導ができる教員の割合 引き続き、ICTを活用した
効果的な指導方法を教員
に周知する。また、様々
な指導方法を紹介するこ
とで、効果的な指導がで
きると感じることができ
る教員を増やしていく活
動を続けていく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・センターサーバ、校務支援システム更新を行い、効率化を進めた。
・ＩＣＴ活用推進校の指定を行い、ICT活用方法の研究を進めた。
・かぞ学びＤＸ、学習用端末活用研修会等の研修を実施することで、タブ
レット修理を活用した効果的な指導方法を教職員に周知した。

No
具体的な施策

または取組項目
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等
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【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 3 3 3 3 3

実績 － ― ― 3.3 3.5 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 100 ―
212

防災教育推進
事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

市内各幼稚園及び小・中学校における防災教育実施率 防災教育研修会を実施
し、小・中学校における
防災教育を推進する教師
を育成する。また、加須
市防災ノートを市ホーム
ページに掲載し、地域で
の活用を図る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・加須市防災ノートを活用した防災教育を推進した結果、加須市防災ノー
トの活用率は100パーセントであった。
・加須市防災ノートの改訂を行い、市立各小・中学校に配置した。

211

中学生夢創造
チャレンジ事
業

１
目
標
を
達
成

一事業所当たりの受入れ生徒数 職場体験学習についての
学校の取組を広め、協力
していただける事業所を
拡大していく。加須地域
の多様な事業所が参加す
ることによって、生徒の
地域への理解を深めると
ともに、職業観を広げて
いく。【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】

・延べ２３５の事業所に協力をいただき、832名の生徒が３日間、または
2日間の職場体験学習に取り組んだ。
・飲食業で体験する生徒については、全員の保菌検査を実施し、安全の確
保を図った。
・当日の職場体験学習に向けて、事前に、地域や職業、マナー等に対する
調べ学習を実施し、長期にわたる学習を行うことができた。

具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

No
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　②特色ある学校づくり

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （校）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 22 22 22 22 22

実績 － 22 21 20 19 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 96 96 96 96 96

実績 － 87.8 86 86.6 85.1 ―

指標(単位) （校）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 8 8 8 8 8

実績 － 7 7 7 7 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 96 96 96 96 96

実績 － 95.7 93.1 91.9 93.1 ―

No
具体的な施策

または取組項目
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

216

中学校健康推
進事業
（再掲）

２
概
ね
達
成

生徒のう歯治療率 生徒の口腔衛生を促進す
るために、養護教諭の取
組や治療勧告の状況など
を共有できる研修会等を
開催していく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
各学校では、生徒の健康維持・向上を目指し、歯科指導や学校保健委員会
を定期的に開催している。

215

中学校管理運
営事業

２
概
ね
達
成

図書整備率100％達成校数

213

小学校管理運
営事業

２
概
ね
達
成

図書整備率100％達成校数 学校図書館の活性化を図
りつつ、計画的な図書購
入と適正な廃棄を行い、
整備率１００％を目指し
ていく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
図書整備率は、三俣小学校及び高柳小学校に加えて、元和小学校が学級数
の増加に伴い分母の図書標準蔵書数が増えたことで１００％を下回ること
となったものの、継続的な図書購入を行った結果、それ以外の１９校は引
き続き１００％を達成することができ、学校図書館の整備充実を図ること
ができたため、「概ね達成」と評価した。なお、図書購入費は１００％執
行した。

学校図書館の活性化を図
りつつ、計画的な図書購
入と適正な廃棄を行い、
整備率１００％を目指し
ていく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
図書整備率は、引き続き加須平成中学校が１００％を下回っているもの
の、継続的な図書購入を行った結果、それ以外の７校は引き続き１００％
を達成することができ、学校図書館の整備充実を図ることができたため、
「概ね達成」と評価した。なお、図書購入費は１００％執行した。

214

小学校健康推
進事業
（再掲）

２
概
ね
達
成

児童のう歯治療率 児童の口腔衛生を促進す
るために、養護教諭の取
組や治療勧告の状況など
を共有できる研修会等を
開催していく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
歯みがき指導等により、口腔衛生の必要性・重要性を理解させる健康教育
を実施し、健診等で早期発見に努めている。
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【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 0 0 0 0 0

実績 － 0 0 0 0 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 77 80 50 54.3 57.4

実績 － 77 77 50 50 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 56 56 52.6 52.6 57.6

実績 － 56 56 52.6 52.6 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 95 95 95 95 95

実績 － 0 0 0 0 ―220

学校グリーン
カーテン事業

３
や
や
遅
れ
て
い
る

環境に興味を持っている児童生徒の割合 学校の実態に合わせ、児
童生徒への環境教育を充
実させている。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
すべての学校・園においてグリーンカーテンや学校ファームを設置してい
る。引き続き環境教育の啓発に努めていく。

219

中学校施設整
備事業

１
目
標
を
達
成

中学校施設の大規模改造工事実施率（大規模改造工事実施済棟数
（２回目含む）÷大規模改造工事が必要な棟数※×100 ）
※築後30年以上の棟数及び2回目の大規模改造が必要な棟数の合
計
※令和３年度まで：大規模改造工事実施率（筑後３０年を経過し
た主要な建物の棟数に対する改修工事実施済み棟数の割合）

長寿命化計画に基づき、
全面的なトイレ改修・ト
イレ洋式化、校舎の木質
化やバリアフリー化など
を含めた長寿命化改良工
事等を実施する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
大規模改造工事の実施率については、令和５年度の実績はないものの、目
標の実施率を達成することができたため、「目標を達成」と評価した。

218

小学校施設整
備事業

２
概
ね
達
成

小学校施設の大規模改造工事実施率（大規模改造工事実施済棟数
（２回目含む）÷大規模改造工事が必要な棟数※×100 ）
※築後30年以上の棟数及び2回目の大規模改造が必要な棟数の合
計
※令和３年度まで：大規模改造工事実施率（筑後３０年を経過し
た主要な建物の棟数に対する改修工事実施済み棟数の割合）

長寿命化計画に基づき、
全面的なトイレ改修・ト
イレ洋式化、校舎の木質
化やバリアフリー化など
を含めた長寿命化改良工
事等を実施する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
大規模改造工事の実施率は、元和小学校の児童数増加に伴う教室不足を解
消する校舎増築工事を緊急に進めたことにより、長寿命化計画に基づく礼
羽小学校大規模改造工事を先送りしたため、50％に留まり計画値54.3％
に対して92％の達成度となった。

217

公立幼稚園管
理運営事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

公立幼稚園入園待機児童数 ・産休代員（会計年度任
用職員、幼稚園教諭）を
確保するため、広報紙や
ホームページを活用す
る。
・園児数、学級数、特別
支援が必要な園児数に応
じて、会計年度任用職員
を配置する。
・令和６年度は４歳児ク
ラスを２５人学級、水深
幼稚園の３歳児クラスで
２０人を超えた時は２人
担任とする。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
市立幼稚園において、保育を必要とする幼児の受け入れを行い、待機児童
ゼロを維持することができた。

No
具体的な施策

または取組項目
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等
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【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 90 90 90 90 90

実績 － 79 84 81 83 ―

指標(単位) （回）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 10 10 10 10 10

実績 － 2 3 3 5 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － ― 100 100 100 ―

No
具体的な施策

または取組項目
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

223

保・幼・小中
一貫教育事業

１
目
標
を
達
成

リンクミーティングを今後も継続したいと回答した学校の
割合

222

市職員マンパ
ワー教育活用
事業

３
や
や
遅
れ
て
い
る

市職員の派遣を要請した回数 各学校に本事業の活動事
例を周知し、より効果的
な人材活用を図るととも
に、他課と十分な連携を
図る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
防災講話や接遇など、学校のニーズに応じて対応したが、講師派遣の機会
が少なかった。

令和６年度は昭和中学校
区において、コミュニ
ティ・スクールを先行導
入する。また、令和７年
度は市立全小・中学校に
おいてコミュニティ・ス
クールを導入する予定で
ある。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
リンクミーティングを通して、中学校区における学校、家庭、地域が一体
となった話合いの場を設けることができた。

221

学校ＩＣＴ教
育推進事業
（再掲）

２
概
ね
達
成

ＩCTを活用して効果的な指導ができる教員の割合 引き続き、ICTを活用した
効果的な指導方法を教員
に周知する。また、様々
な指導方法を紹介するこ
とで、効果的な指導がで
きると感じることができ
る教員を増やしていく活
動を続けていく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・センターサーバ、校務支援システム更新を行い、効率化を進めた。
・ＩＣＴ活用推進校の指定を行い、ICT活用方法の研究を進めた。
・かぞ学びＤＸ、学習用端末活用研修会等の研修を実施することで、タブ
レット修理を活用した効果的な指導方法を教職員に周知した。
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　③いじめ・不登校等への取組

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 0 0 0 0 0

実績 － 0.43 0.53 0.78 1.12 ―

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 0 0 0 0 0

実績 － 3.66 3.93 5.9 7.52 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 89 71 41 65 ―

224

いじめ・不登
校対策事業

３
や
や
遅
れ
て
い
る

全児童生徒数に対する不登校児童生徒の割合 ・さわやか相談員や巡回
スクールカウンセラーを
配置し、教育相談体制の
充実を図る。
・中学校の教育相談部会
の会議に教育委員会の担
当が参加し、支援につい
て助言を行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
コロナが５類に移行し、コロナ禍以前の生活形態に戻ったが、児童生徒や
保護者の学校を休むことへの意識が変化しており、不登校児童生徒数は増
加傾向にあり、対応が遅れている状況である。

225

教育センター
運営事業
（再掲）

３
や
や
遅
れ
て
い
る

適応指導教室「学習室ピア」に通級する不登校傾向の児童
生徒の学校復帰率

・学校との連携を密に
し、学校復帰にむけた支
援の共通理解を図る。
・必要に応じて、スクー
ルソーシャルワーカーや
すくすく子育て相談室、
市の福祉部門と連携した
支援を実施し、問題の解
決を図る。【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】

コロナ禍を抜け、学校への復帰率はやや改善した。適応指導教室に通級で
きていることで満足している面もあり、児童生徒、保護者の考え方が多様
化してきている中で、学校復帰への壁が高くなっている状況がある。

No
具体的な施策

または取組項目
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

小学校

中学校
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（２）幼児教育の充実

　①幼児教育の充実

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 0 0 0 0 0

実績 － 0 0 0 0 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 0 0 0 0 0

実績 － 0 0 0 0 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 0 0 0 0 0

実績 － 0 0 0 0 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 95 95 95 95 100

実績 － 77 76 ― 81 ―

No
具体的な施策

または取組項目
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

228

民間保育所等
運営委託事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

待機児童数 今後も待機児童数ゼロを
維持し、子育て世帯の多
様な保育ニーズに対応す
るため、適正な給付費
（委託料）の給付を行
う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
令和5年度も待機児童数ゼロを継続することができたため。

227

公立保育所管
理運営事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

公立保育所入所待機児童数 ・施設設備の補修・更新
を行い、入所児童が安心
して過ごせるよう保育環
境を整備する。
・月途中入所に対応する
ため、引き続き、広報
紙、ホームページ、
SNS、新聞広告を活用し
ながら、会計年度任用職
員（保育士）の確保に努
める。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
保育を必要とする児童の保育を行うことにより、仕事を持つ保護者に対す
る子育て支援が図られた。待機児童ゼロを維持できた。

226

公立幼稚園管
理運営事業

１
目
標
を
達
成

公立幼稚園入園待機児童数

229

あいさつふれ
あい推進事業
（再掲）

２
概
ね
達
成

地域の方にあいさつをしている児童生徒の割合 ・駅での啓発キャンペー
ンを通して、市民に広く
あいさつ運動の啓発を行
うことができた。また、
学校独自にあいさつ運動
を行い、児童生徒への啓
発ができた。
・駅キャンペーンを行う
学校以外の取組が課題で
ある。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
加須市あいさつ運動を推進した。駅でのあいさつキャンペーンや各学校で
の取組を通して、あいさつの啓発活動を積極的に行った。

・産休代員（会計年度任
用職員、幼稚園教諭）を
確保するため、広報紙や
ホームページを活用す
る。
・園児数、学級数、特別
支援が必要な園児数に応
じて、会計年度任用職員
を配置する。
・令和６年度は４歳児ク
ラスを２５人学級、水深
幼稚園の３歳児クラスで
２０人を超えた時は２人
担任とする。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
市立幼稚園において、保育を必要とする幼児の受け入れを行い、待機児童
ゼロを維持することができた。
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【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － ー 100 100 100 100

実績 － ー 98 97 95 ―

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － ー 100 100 100 100

実績 － ー 96 95 92 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － ー 100 100 100 100

実績 － ー 98 97 95 ―

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － ー 100 100 100 100

実績 － ー 96 95 92 ―

指標(単位) （園）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 13 13 13 13 13

実績 － 13 13 13 13 ―

231

学校訪問指導
事業
（再掲）

２
概
ね
達
成

埼玉県学力・学習状況調査の県平均正答率に対する市平均
正答率の割合

市立幼稚園及び小・中学
校の訪問では、コロナ禍
以前に行った１日訪問を
実施した。その結果、教
職員への指導・助言を通
して、学校の教育力向上
につながった。

小学生

中学生

No
具体的な施策

または取組項目
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

230

学習指導改善
研究事業
（再掲）

２
概
ね
達
成

埼玉県学力・学習状況調査の県平均正答率に対する市平均
正答率の割合

・ＣＢＴ※1による加須市
チャレンジテストや「加
須まなびTime」等を実施
し、児童生徒の学力向上
を図る。
・各校において学力分析
シートを作成し、自校の
傾向の分析や課題解決に
向けた取組に努める。

小学生

中学生

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
市の平均正答率が、県平均を下回っているが、MEXCBT（メクビット）
※2を用いた各校へのチャレンジシートの配布やチャレンジテストの実
施、小規模校に対する人的支援など、一人一人の児童生徒に対してきめ細
やかな学習指導を展開し、学力の向上に努めた。
※1　Computer Based Testing、コンピュータを使用した試験方式
※2　文部科学省CBTシステム

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
県平均正答率に対する市平均正答率がすべての学年、教科で下回り、目標
値に届かなかった。令和５年度からタブレット端末を用いたCBT※に移行
したことも要因の一つと考えられる。
※ Computer Based Testing、コンピュータを使用した試験方式

232

公立幼稚園施
設整備事業

１
目
標
を
達
成

計画的な施設整備か所数 加須市立幼稚園再編計画
に基づき、加須市学校施
設長寿命化計画の施設整
備の優先順位を見直し、
計画的に整備を進める。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
幼児の安全と教育環境の充実を図るため、必要な改修工事等を実施したた
め。
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【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （箇所）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 0 0 0 0 0

実績 － 1 1 1 1 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 100 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － ― 100 100 100 ―

指標(単位) （回）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 3 3 3 3 3

実績 － 2 1 2 2 ―
236

総合教育会議
運営事業

３
や
や
遅
れ
て
い
る

総合教育会議開催回数 引き続き必要に応じて総
合教育会議を開催し、教
育行政全般にわたる課題
の協議・調整を行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
年度当初に計画した加須市の教育政策に関する議題等について、市長と教
育委員会が協議・調整することはできているが、開催回数が目標に達して
いないため。

235

保・幼・小中
一貫教育事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

リンクミーティングを今後も継続したいと回答した学校の
割合

令和６年度は昭和中学校
区において、コミュニ
ティ・スクールを先行導
入する。また、令和７年
度は市立全小・中学校に
おいてコミュニティ・ス
クールを導入する予定で
ある。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
リンクミーティングを通して、中学校区における学校、家庭、地域が一体
となった話合いの場を設けることができた。

234

防災教育推進
事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

市内各幼稚園及び小・中学校における防災教育実施率

No
具体的な施策

または取組項目
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

233

民間保育所施
設整備助成事
業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

施設整備実施か所数 「加須市子ども・子育て
支援計画」との整合性を
保ちながら助成の必要性
を検討し、必要な場合
は、計画的かつ適正に助
成を行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
適正な利用定員を確保しており、待機児童ゼロを維持しているとともに、
必要に応じた施設整備を支援したため。

防災教育研修会を実施
し、小・中学校における
防災教育を推進する教師
を育成する。また、加須
市防災ノートを市ホーム
ページに掲載し、地域で
の活用を図る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・加須市防災ノートを活用した防災教育を推進した結果、加須市防災ノー
トの活用率は100パーセントであった。
・加須市防災ノートの改訂を行い、市立各小・中学校に配置した。
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（３）家庭教育への支援

　①家庭教育への支援

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － ー 100 100 100 100

実績 － ー 98 97 95 ―

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － ー 100 100 100 100

実績 － ー 96 95 92 ―

指標(単位) （箇所）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 6 6 6 6 6

実績 － 5 6 6 6 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 61,000 61,000 61,000 61,000 61,000

実績 － 8,813 12,590 15,505 19,481 ―

子どもの居場
所づくり事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

小学生の居場所を創出した公共施設の数 放課後子ども教室の取組
を促進する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
加須地域に加須児童館、花崎児童館及び利根川こども館を、大利根地域に
子育て支援センター（ぴっぴ）を、騎西地域にプラザきさいを、北川辺地
域に北川辺キッズスペースを開設し、加須市全地域にこどもの居場所を確
保できたため。

237

学力アップ事
業
（再掲）

２
概
ね
達
成

埼玉県学力・学習状況調査の県平均正答率に対する市平均
正答率の割合

・本市における学力向上
の課題は大きいが、今年
度は中学校英語に焦点を
当て、英語教育研究員の
学校訪問やイングリッ
シュサマーキャンプなど
本市の特色に合わせた取
組を行う。
・今年度も県学力・学習
状況調査、全国学力・学
習状況調査の結果を踏ま
え、丁寧に分析を行う。

小学生

中学生

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・各校への加須市チャレンジシート等の提供やチャレンジテストの実施に
より、目標の達成を図っている。
・小規模校に対する人的支援や欠員状態の解消のための非常勤講師を配置
し、一人一人の児童に対してきめ細かな学習指導を展開し、学力の向上に
努めている。

No
具体的な施策

または取組項目
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

239

子育て支援セ
ンター事業
（再掲） ４

大
幅
に
遅
れ
て
い
る

地域子育て支援センター利用者数 子育て支援センターの行
事等を周知し、利用の促
進を図る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
保育無償化の影響により、主な利用者は３歳児未満のこどもとその保護者
となっている。

238
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【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 2,215 2,265 2,300 2,300 2,300

実績 － 431 453 502 1,041 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 7,100 7,200 7,300 7,400 7,500

実績 － 6,603 6,120 5,509 5,375 ―

就学児前の保護者の子育
ての悩みや不安の解消に
つなげるために、各地域
の学校やコミュニティセ
ンター講座等にて、埼玉
県家庭教育アドバイザー
等により「就学前子育て
講座、親の学習、家庭教
育学級」が実施された。【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】

目標と乖離しているが、新型コロナウイルス感染症等が沈静化したため、
休止講座の再開により参加者数が増加した。

No
具体的な施策

または取組項目
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

240

家庭の学びと
地域の絆推進
事業 ４

大
幅
に
遅
れ
て
い
る

講座・学級等延べ参加者数

241

図書館管理運
営事業

３
や
や
遅
れ
て
い
る

児童の図書館利用登録数 おはなし会に来てくれた
児童、またそれ以下の年
齢層に対しても勧誘に努
める。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
児童人数全体が減少しているために登録者数が減少している部分は仕方が
ないが、もう少しでも登録人数を伸ばせるよう勧誘に努める。
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　②家庭、学校、地域との連携

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 4,700 4,700 4,700 4,700 4,700

実績 － 4,167 3,888 3,410 2,917 ―

指標(単位) （校）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 43 43 43 43 43

実績 － 43 43 42 41 ―

指標(単位) （校）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 8 9 10 10 10

実績 － 3 4 4 9 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 3 3 3 3 3

実績 － ― ― 3.3 3.5 ―

244

ブックトー
ク・おはなし
会開催事業

２
概
ね
達
成

ブックトークの年間実施小学校数 引き続き校長・園長会で
の資料配布や団体貸出等
来校した際に宣伝をし、
ブックトークに対する各
小学校の認知度を上げる
ように努める。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
前年度に比べて倍以上の増加で、校長・園長会での資料配布や団体貸出等
来校した際に宣伝をし、ブックトークに対する各小学校の認知度が上がっ
ているものと考える。

243

地域密着型教
育広報事業

１
目
標
を
達
成

写真パネルを公開している幼稚園・小中学校数 今後も、定期的に幼稚
園、小・中学校の教育活
動の様子を紹介し、地域
の方々に幼児、児童生徒
への教育への関心を育
み、地域密着型教育を推
進していく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
市役所本庁舎、騎西、北川辺、大利根のパネル展示を計画どおり実施し、
特色ある教育活動を広報したため。

※樋遣川幼稚園は令和４年度から、志多見幼稚園は令和５年度から休園。

242

学校いきいき
ステーション
事業

２
概
ね
達
成

学校応援団に登録している市民の数

No
具体的な施策

または取組項目
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

245

中学生夢創造
チャレンジ事
業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

一事業所当たりの受入れ生徒数 職場体験学習についての
学校の取組を広め、協力
していただける事業所を
拡大していく。加須地域
の多様な事業所が参加す
ることによって、生徒の
地域への理解を深めると
ともに、職業観を広げて
いく。【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】

・延べ２３５の事業所に協力をいただき、832名の生徒が３日間、または
2日間の実習に職場体験学習に取り組んだ。
・飲食業で体験する生徒については、全員の保菌検査を実施し、安全の確
保を図った。
・当日の職場体験学習に向けて、事前に、地域や職業、マナー等に対する
調べ学習を実施し、長期にわたる学習を行うことができた。

・学校に働きかけ、学校
応援団の新規登録の啓発
を行う。
・令和７年全小・中学校
導入予定の学校運営協議
会（コミュニティ・ス
クール）との関わりを深
めていく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
年々学校応援団の人数が減少している。学校応援団登録者の高齢化が課題
である。

75



【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 11,300 11,300 11,300 11,300 11,300

実績 － 0 0 2,800 5,126 ―
246

地区文化祭振
興事業

４
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

地区文化祭来場者数 ・市民の安全を確保しつ
つ、文化芸術活動に参
画、鑑賞、発表できる機
会を充実させ、市民文化
の高揚を図り、多くの市
民が参加し交流する芸術
文化活動を推進する。
・幼稚園、保育所、小中
学校等の協力も得て、こ
どもたちの文化活動発表
や作品展示を実施する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
目標と乖離しているが、新型コロナウイルス感染症等が沈静化したため、
参加者数が増加傾向にある。

No
具体的な施策

または取組項目
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等
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　③地域の教育力の充実

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 245,000 246,000 247,000 248,000 249,000

実績 － 59,944 103,821 159,460 178,067 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 19,000 19,500 20,000 20,500 21,000

実績 － 1,819 4,153 10,753 14,062 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 5,100 5,100 5,100 5,100 5,100

実績 － 0 1,265 3,841 2,126 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 516 516 516 516 516

実績 － 0 0 0 150 ―

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

250

伝統文化継承
支援事業

３
や
や
遅
れ
て
い
る

加須市郷土かるた大会参加者数 ・参加者が楽しみなが
ら、郷土に触れる機会を
一層増やすため、常に開
催方法などを検討する。
・郷土かるたを有効に活
用し、加須市への郷土愛
を一層深めるための事業
展開も検討する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
過去、３大会中止となり、大会開催に向けて関係機関と準備を進めた結
果、大会運営方法や参加者募集などを改善し、スタッフの負担軽減につな
げた。

249

文化・学習セ
ンター芸術文
化振興事業 ４

大
幅
に
遅
れ
て
い
る

自主公演事業来場者 ・自主公演事業の今後の
ありかたを検討する。
・共催型公演事業の募集
要項を作成し、情報発信
を行う。
・芸術文化団体の立ち上
げに関する情報発信を行
う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
プロアティーストによるコンサート等などの開催がなかったため、前年度
よりも減少した。

248

加須未来館管
理運営事業

３
や
や
遅
れ
て
い
る

プラネタリウム観覧者数 未来館のリニューアルを
実施し、人気、魅力ある
プラネタリウムの番組を
導入する。市内小中学生
へのチラシ配布のほか、
他自治体の小学生に向け
て案内チラシを配布す
る。また、SNSやホーム
ページを積極的に活用
し、効果のある情報発信
を行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
コロナ禍前に実施していたプラネタリウムコンサートが再開されるなど、
観覧者数は増加傾向にある。

247

文化・学習セ
ンター管理運
営事業

３
や
や
遅
れ
て
い
る

施設利用者数 ・市民に快適に施設利用
がされるよう、引き続
き、計画的に施設修繕を
進める。
・市のホームぺージ（公
共施設予約管理システ
ム）により施設の予約状
況の確認ができることを
周知していく。【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】

新型コロナウイルスが沈静化して、利用者数は増加傾向にあるが、目標と
は乖離がある。

No
具体的な施策

または取組項目
評
価
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【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （件）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 93 86 86 87 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 3,400 3,420 3,440 3,460 3,480

実績 － 240 1,178 3,295 5,974 ―

指標(単位) （回）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 10,830 10,880 10,930 10,980 11,030

実績 － 14,557 15,490 19,377 21,000 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 800 850 900 950 1,000

実績 － 0 0 718 1,100 ―
254

図書館まつり
開催事業

１
目
標
を
達
成

図書館まつりにおけるこども向けイベントの参加者数 引き続き、多くの親子に
参加してもらえるような
イベント等を企画し、周
知に努める。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
加須館でこども向けの講演会を実施し、また、全館でこども向けイベント
等新たな企画や人気の工作教室については時間を延長するなど工夫をした
ため。

253

加須インター
ネット博物館
管理運営事業

１
目
標
を
達
成

インターネット博物館アクセス回数 ・文化財マップを作製す
る(２カ年)。
・スマホ画面に対応した
閲覧画面を作成する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・斎藤与里の作品を公開した。
・下總完一の楽曲を公開した。

252

騎西・北川辺
郷土資料館管
理運営事業

１
目
標
を
達
成

郷土資料館等来館者数 ・北川辺郷土資料館につ
いては、加須の水辺のく
らしについてPRを行う。
・騎西郷土史料展示室に
ついては、収蔵資料の一
部を騎西支所等で公開
し、資料の活用と郷土愛
の醸成を図る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・北川辺郷土資料館は、新型コロナウイルス感染防止を考慮しながら、小
学校の見学等を受け入れた。
・騎西郷土史料展示室は、「騎西城跡・騎西城跡武家屋敷跡遺跡出土遺物
等特別展」を実施し、多くの来館者を得たため。

251

文化財の保存
と活用による
地域活性化事
業

２
概
ね
達
成

文化財に関する質問への回答件数 窓口や電話等における文
化財の質問に対して、必
要な資料を収集し、迅速
にわかりやすく回答す
る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
窓口や電話等における文化財の質問に対して、必要な資料を収集し、迅速
にわかりやすく回答した。

No
具体的な施策

または取組項目
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等
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【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （回）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 8 8 8 8 8

実績 － 1 2 6 8 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 136,000 136,000 80 80 80

実績 － 51,203 63,295 72 77 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 50 50 50 50 50

実績 － 29 0 27 36 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 94 93 94 93 ―

No
具体的な施策

または取組項目
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

257

かぞ子ども大
学事業
（再掲）

３
や
や
遅
れ
て
い
る

子ども大学かぞ参加者数 ・平成国際大学、加須青
年会議所及び加須げんき
プラザと協働し、小学生
にとってより魅力的な講
義を企画する。
・教育委員会等への後援
依頼をはじめ、積極的に
広報活動を行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
平成国際大学、加須青年会議所、埼玉県及び加須市が協働し、全５回の講
義をコロナ前と同規模で開催したが、参加者数が目標値の72％であった
ため、「やや遅れている」と評価した。

256

生涯学習きっ
かけづくり支
援事業

２
概
ね
達
成

コミュニティセンター（旧公民館）主催講座受講率
※令和３年度まで：公民館利用者数（人）

利用者ニーズや地域社会
に還元できる内容のセミ
ナーが実施できるよう情
報収集を行い、更なる利
用者数の増加を図る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
新型コロナウイルス感染症等が沈静化したため、参加者数が徐々に増え、
目標に近い受講率を達成できた。

255

偉人顕彰事業

１
目
標
を
達
成

偉人展回数 令和5年度から始めた小学
校巡回展を引き続き行
い、加須市内の偉人につ
いて、等身大パネルを使
い、情報発信の機会を増
やしていく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
偉人等身大パネルの市内小学校巡回展を新たに行い、計画通り実施するこ
とができた。

258

絵本との親子
ふれあい事業

２
概
ね
達
成

絵本を配布した親子の割合 未受診者も図書館に来館
することで絵本を受け取
れることをさらに周知す
る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
健診受診者には、健診当日又は後日に絵本を手渡しすることができたが、
健診受診予定者に未受診者が多かったため目標値に届かなかった。
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【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 180 180 180 180 180

実績 － 32 31 171 364 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 96.3 100 94.7 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 3 3 3 3 3

実績 － 8 4 3 6 ―

No
具体的な施策

または取組項目
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

261

夢・未来応援
事業

１
目
標
を
達
成

支援決定者数 ３年間の支援期間終了後
のアフターフォロー等に
ついて検討する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
広報紙による周知や、市内中学校や高等学校、公共施設への応募用紙とポ
スターの配布を行ったほか、テレビ埼玉のデータ放送による周知にも新た
に取り組み、設定した目標を達成できたため。

260

生活困窮者学
習支援事業

２
概
ね
達
成

学習支援事業参加者（中学３年生）の高校進学率 ・本事業を通じてこども
の基礎学力の向上と保護
者の貧困状態の改善に努
め、生活困窮世帯の自立
促進を支援する。
・中学生の参加者も順調
に推移しているが、更な
る周知と保護者の理解に
よる参加者の増加を図
り、中退防止や進学・就
労支援に努める。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
個別指導、進路相談、進学セミナーの実施による進学への興味や将来への
自立を促すための事業展開により、高校進学合格率は約95%の高水準で
あったため、「概ね達成」と評価した。

259

環境学習推進
事業

１
目
標
を
達
成

自然観察会等の環境学習講座等の参加者数 ・自然観察会や環境
フォーラムを継続して実
施すると共に、内容の充
実を図る。
・市が実施する環境学習
イベントの機会を拡充す
る。
・埼玉県環境科学国際セ
ンター等が行う環境学習
イベントの周知及び情報
提供を行う。
・市内小学校等へこども
エコクラブの参加を推奨
する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
４地域（浮野の里、風の里公園、オニバス自生地、お花が池）において自
然観察会を実施した。また、4年ぶりに「環境フォーラム」を開催した。
さらに、令和5年12月から新たに「加須環境学習出前講座」を開始し、市
内小学校１校で出前講座を実施した。新たな取組みの実施やホームペー
ジ、ＳＮＳ等による周知を行ったことで、目標を大幅に上回る結果となっ
た。
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基本目標５　安全で安心な生活環境の充実

（１）安全で安心なまちづくり

　①子ども等の安全の確保

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （件）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 2,675 2,600 2,525 2,450 2,150

実績 － 2,285 2,277 2,591 2,613 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 100 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 100 ―

指標(単位) （園・所）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 1 1 1 1 1

実績 － 0 0 1 1 ―
265

交通安全団体
活動支援事業

１
目
標
を
達
成

交通安全母の会による新入学児童交通教室の開催 引き続き、新入学児童交
通教室を実施し、こども
の安全確保に努める。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
第一保育所において、新入学児童交通教室を実施した。

264

通学路安全対
策事業

１
目
標
を
達
成

通学路安全対策事業要望に対する対応割合

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

今後も関係各課と連携を
深め、優先度の高い箇所
から適切に対応してい
く。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・全ての市立各小・中学校が通学路安全点検を実施した。
・通学路安全点検や保護者の意見等を踏まえた通学路安全対策事業要望を
把握し、関係各課と連携し安全対策を実施した。

263

防災教育推進
事業

１
目
標
を
達
成

市内各幼稚園及び小・中学校における防災教育実施率 防災教育研修会を実施
し、小・中学校における
防災教育を推進する教師
を育成する。また、加須
市防災ノートを市ホーム
ページに掲載し、地域で
の活用を図る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・加須市防災ノートを活用した防災教育を推進した結果、加須市防災ノー
トの活用率は100パーセントであった。
・加須市防災ノートの改訂を行い、市立各小・中学校に配置した。

262

交通安全施設
整備事業

３
や
や
遅
れ
て
い
る

交通事故年間件数（人身及び物損事故） ・交通安全施設の整備を
実施する。
・ゾーン３０区域につい
て、加須警察署と連携
し、事故発生件数などか
ら整備の効果を検証し、
必要に応じて更なる対策
を実施する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・自治協力団体の要望等に基づき道路反射鏡や路面標示等の交通安全施設
工事を実施した。
・事故多発箇所や危険箇所について加須市道路交通環境安全推進連絡会議
を書面開催し交通安全対策を実施した。
・加須地域の4地区（向川岸町、大門町、不動岡、諏訪）でゾーン30(速
度30キロ規制）を実施している。
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【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （校）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 30 30 30 30 30

実績 － 30 30 30 30 ―

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

266

交通安全啓発
事業

１
目
標
を
達
成

子ども自転車運転免許実施校及び中学校交通安全講習会の
開催校

・引き続き、子ども自転車運
転免許事業及び中学生交通安
全講習会を実施し、こどもの
交通事故防止対策に努める。
・自転車利用者を対象とした
交通安全教育及び自転車の安
全利用に関する啓発を実施す
る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・各交通安全運動期間における交通安全啓発を実施した。
・子ども自転車運転免許事業（５／２～６／３０）を実施した。
・中学生の交通安全講習会（４／２５～１１／２９）を実施した。
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　②安心して生活できる環境の整備

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （箇所）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 163 163 163 163 163

実績 － 182 181 176 176 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 75 75 75 75 75

実績 － 75 75 75 75 ―

指標(単位) （箇所）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 35 33 34 35 36

実績 － 31 32 34 34 ―

指標(単位) （回）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 20 20 20 20 20

実績 － 22 20 29 17 ―
270

民間施設バリ
アフリー化事
業

２
概
ね
達
成

バリアフリー整備基準に関する指導、助言の回数 加須市バリアフリー条例
及び埼玉県福祉のまちづ
くり条例に基づき、県と
連携し、民間施設のバリ
アフリー化を推進する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
対象建築物についてバリアフリー整備基準に関する指導、助言を行った。

269

公共施設バリ
アフリー化事
業

２
概
ね
達
成

バリアフリー化した改修工事等のか所数（累計） ・加須市市有施設設計方
針に基づき、改修工事等
と併せてバリアフリー化
を実施する。

令和5～６年度事業
・元和小学校校舎増築増
築工事

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
元和小学校校舎増築工事にあたり、可能な範囲でバリアフリー化を実施し
ているが、令和５年度中に完成となる工事がないため、実績値が目標に及
ばなかった。

268

公共交通バリ
アフリー化事
業

１
目
標
を
達
成

市内４駅のエレベーター及び身体障がい者対応型トイレの
設置率

国及び県の補助制度を注
視しながら、今後も引き
続き柳生駅のバリアフ
リー化に向けて要望を行
う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
「移動等円滑化の促進に関する基本方針」において設置の責務がある市内
３駅（加須駅、花崎駅、新古河駅）のバリアフリー化の措置が講じられて
いるため。なお、埼玉県交通政策課を通じて、東武鉄道（株）に対し、東
武日光線柳生駅のバリアフリー化について継続して要望を行っている。

267

赤ちゃんの駅
事業

１
目
標
を
達
成

赤ちゃんの駅整備箇所数 経年による備品の損耗に
対し、修繕や新しい備品
の設置を行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
赤ちゃんの駅の改修を行い、安心安全な利用に努めた。

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等
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【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 100 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 77.5 86.7 98.7 98.6 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 100 ―

指標(単位) （団体）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 4 4 4 4 4

実績 － 2 6 0 1 ―

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

273

防犯施設維持
管理事業

１
目
標
を
達
成

防犯灯の不点灯の連絡から1週間以内に修理対応した件数
の割合

・防犯灯整備方針に基づ
き防犯灯設置の推進を図
る。
・防犯カメラ設置費補助
により自治協力団体が設
置する防犯カメラの推進
を図る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
全件において、防犯灯の不点灯の連絡から1週間以内に、修繕の手配を
行ったため。

272

防犯啓発事業

２
概
ね
達
成

警察からの犯罪情報について、情報提供から2時間以内に
防災行政無線及びメールを配信した件数の割合

・引き続き、安全安心情
報のメール配信や防犯チ
ラシの配布等により、防
犯意識の啓発を図る。
・安全安心情報メールの
登録について、広報紙掲
載や転入者へチラシを配
布するなどして登録促進
を図る。【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】

加須警察署から148件の犯罪・防犯情報を受けて146件（98.6%）を2
時間以内に情報提供した。

271

全職員による
青色回転灯パ
トロール事業

１
目
標
を
達
成

職員によるパトロール実施率

274

自主防犯活動
組織支援事業

３
や
や
遅
れ
て
い
る

新規組織設立数 ・地域における防犯活動
の活性化を図るため、加
須警察署と連携し、講習
会を実施する。
・自主防犯団体の組織及
び活動状況を把握するた
め、定期的に実態調査を
行う。
・自主防犯組織未設立の
自治協力団体へ、引き続
き、危機管理防災課と連
携し設立依頼を行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
令和5年度新たに「東大門防災会」が設立された。引き続き危機管理防災
課と連携し、設立依頼を行う。

・民間パトロール団体と
の連携など必要に応じて
改善を加えながら、引き
続き実施していく。
・警察署、地域福祉課と
連携し、行方不明者早期
発見活動を継続して実施
する。
・警察署や教育委員会か
ら不審者情報が提供され
た際は、該当箇所を重点
的にパトロールする。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
予定通りパトロールを実施することができた。また、防犯パトロールの実
施により、下校中の小学生の犯罪被害を未然に防止することができた。
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【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 77.5 86.7 98.7 98.6 ―

指標(単位) （台）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 200 200 200 200 200

実績 － 55 27 13 38 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 31 31.5 32 33 33.5

実績 － 30.6 30.4 32.1 35.7 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 4,700 4,700 4,700 4,700 4,700

実績 － 4,167 3,888 3,410 2,917 ―
278

学校いきいき
ステーション
事業
（再掲）

２
概
ね
達
成

学校応援団に登録している市民の数 ・学校に働きかけ、学校
応援団の新規登録の啓発
を行う。
・令和７年全小・中学校
導入予定の学校運営協議
会（コミュニティ・ス
クール）との関わりを深
めていく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
年々学校応援団の人数が減少している。学校応援団登録者の高齢化が課題
である。

277

子どもを見守
る工事現場事
業

１
目
標
を
達
成

実施率 引き続き、受注者に対す
る事業の周知の徹底、発
注課への事業協力の依頼
を進めていく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
昨年度より設置件数は１件減少（3６件→3５件）しているが、目標値を
達成することができたため。

276

放置自転車対
策事業

１
目
標
を
達
成

年間放置自転車撤去台数 ・啓発看板や警告方法を
工夫し、放置の抑止を図
る。
・放置自転車の動向を注
視し、放置自転車の効率
的な減少方法等を検討す
る。当面は、警告シール
による指導回数を増やし
放置の抑止に努める。【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】

駅周辺の定期的な巡回や警告シールによる指導回数を増やすなど、放置自
転車の抑止に努め、指標目標を達成できたため。

275

かぞホッと
メール配信事
業

２
概
ね
達
成

警察からの犯罪情報について、情報提供から2時間以内に
防災行政無線及びメールを配信した件数の割合

引き続き、警察等から依
頼された犯罪、防犯情報
等を2時間以内に配信す
る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
加須警察署から148件の犯罪・防犯情報を受けて146件（98.6%）を2
時間以内に情報提供した。

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等
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【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （回）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 2 2 2 2 2

実績 － 2 1 2 2 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 100 ―

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

279

市営住宅管理
運営事業

１
目
標
を
達
成

入居募集の実施回数 ・埼玉県住宅供給公社に
対する適正な指導・監督
を継続して行う。
・秋葉団地の入居率を上
げるため、入居者の初期
投資となっていた風呂釜
等の設置を令和3年度から
市の設置とし、家賃に反
映負担とする。
・退去となった部屋は、
速やかに定期募集にかけ
るものとし、希望者のい
なかった部屋は随時募集
に移行する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
定期募集を6月と12月の２回実施した。

280

災害用物資確
保事業

１
目
標
を
達
成

乳幼児用の物資備蓄率 避難場所生活を送るうえ
で必要となる備蓄を行う
とともに、適切な管理を
行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
目標どおりの災害用物質の備蓄管理ができた。

86



（２）子どもの遊び場の確保

　①児童館等の充実

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （箇所）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 6 6 6 6 6

実績 － 5 6 6 6 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000

実績 － 31,608 28,182 27,134 23,619 ―
282

民間児童館助
成事業
（再掲）

２
概
ね
達
成

民間児童館利用者数 引き続き民間児童館の運
営を支援し、こどもの居
場所を確保する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
みつまた児童館に対し事業運営費を補助することにより、こどもの居場所
を確保することができたため。

281

子どもの居場
所づくり事業

１
目
標
を
達
成

小学生の居場所を創出した公共施設の数 放課後子ども教室の取組
を促進する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
加須地域に加須児童館、花崎児童館及び利根川こども館を、大利根地域に
子育て支援センター（ぴっぴ）を、騎西地域にプラザきさいを、北川辺地
域に北川辺キッズスペースを開設し、加須市全地域にこどもの居場所を確
保できたため。

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等
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　②公園の充実

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （回）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 －
事故0件
点検7

事故0件
点検7

事故0件
点検7

事故0件
点検7

事故0件
点検7

実績 －
事故0件
点検7

事故0件
点検7

事故0件
点検7

事故0件
点検9

―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 20.9 20.9 20.9 20.9 20.9

実績 － 24.1 24.1 24.1 24.1 ―

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

283

公園維持管理
事業

１
目
標
を
達
成

安全性の確保・遊具点検回数 ・引き続き遊具等の定期
的な点検を行い、安全管
理に努める。
・公園の設備修繕や園内
の清掃、除草、剪定等を
適切に実施する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
遊具の点検や修繕等、公園施設を適切に維持管理できたため。

284

公園整備事業

１
目
標
を
達
成

公園全体数に対する児童公園数の割合 「加須市公園維持管理計
画」（令和3年3月16日策
定）に基づく再編を行
い、安心・安全・快適に
利用できるよう利用実態
に合わせた公園施設の整
備を行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
公園設備の維持管理や遊具の設置を行い、快適な公共空間を確保したた
め。

88



　③各種交流活動の充実

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 61,000 61,000 61,000 61,000 61,000

実績 － 8,813 12,590 15,505 19,481 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 39,500 39,500 39,500 39,500 39,500

実績 － 0 17,042 22,295 28,871 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 400 400 400 400 400

実績 － 360 200 200 200 ―

指標(単位) （教室）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 8 8 8 8 8

実績 － 2 5 6 8 ―
288

スポーツ教室
等開催事業

１
目
標
を
達
成

児童向け教室数 開催場所や開催時期を工
夫し、積極的な広報活動
を展開し、こども向け教
室や親子向け教室を引き
続き開催し、スポーツに
親しむ環境整備を図る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
加須市スポーツ協会加盟団体等と協力し、年間を通じ事業を実施すること
ができた。また、クライミング教室やボルダリング体験会、スケートボー
ド教室など、加須市の特徴となる施設を利用した教室を開催することがで
きた。

287

総合型地域ス
ポーツクラブ
育成事業

３
や
や
遅
れ
て
い
る

小学生以下の加入人数 総合型地域スポーツクラ
ブは現在１団体のみであ
るが、新たに平成国際大
学が運営の中心となる総
合型地域スポーツクラブ
が令和７年度の活動に向
けて、令和６年度から設
立準備委員会が設置され
る。【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】

埼玉ＫＡＺＯスポーツクラブが活動の中心にしている種目がサッカーであ
り、会員数は概ね前年と同様である。

286

子育てサロン
事業
（再掲）

３
や
や
遅
れ
て
い
る

子育てサロン利用者数 サロンの休止及び開始等
の情報を整理し、利用者
に周知を図り、利用を促
進する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・新型コロナウイルス感染症の影響を受け、新たに１サロンが休止となっ
た。
・育ちに不安があるこどもやハンディキャップのあるこどもを持つ保護者
を対象としたサロンが新たに発足した。

285

子育て支援セ
ンター事業
（再掲） ４

大
幅
に
遅
れ
て
い
る

地域子育て支援センター利用者数 子育て支援センターの行
事等を周知し、利用の促
進を図る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
保育無償化の影響により、主な利用者は３歳児未満のこどもとその保護者
となっている。

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等
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【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 11 11 11 11 11

実績 － 9.8 11.3 10.5 11.7 ―

指標(単位) （組）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 350 350 350 350 350

実績 － 0 0 164 174 ―

指標(単位) （箇所）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 6 6 6 6 6

実績 － 5 6 6 6 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 136,000 136,000 80 80 80

実績 － 51,203 63,295 72 77 ―

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

292

生涯学習きっ
かけづくり支
援事業
（再掲）

２
概
ね
達
成

コミュニティセンター（旧公民館）主催講座受講率
※令和３年度まで：公民館利用者数（人）

利用者ニーズや地域社会
に還元できる内容のセミ
ナーが実施できるよう情
報収集を行い、更なる利
用者数の増加を図る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
新型コロナウイルス感染症等が沈静化したため、参加者数が徐々に増え目
標に近い受講率を達成できた。

291

子どもの居場
所づくり事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

小学生の居場所を創出した公共施設の数 放課後子ども教室の取組
を促進する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
加須地域に加須児童館、花崎児童館及び利根川こども館を、大利根地域に
子育て支援センター（ぴっぴ）を、騎西地域にプラザきさいを、北川辺地
域に北川辺キッズスペースを開設し、加須市全地域にこどもの居場所を確
保できたため。

290

こいのぼりマ
ラソン大会開
催事業 ４

大
幅
に
遅
れ
て
い
る

親子部門参加組数 市内の参加者が増えるよ
う、学校などにも積極的
に周知するとともに、
１．５ｋｍの距離はこど
もには長いとの指摘もあ
ることから、コースや距
離の再考を進めていく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
小学生３年生以下を対象に親子部門を設けたが目標を大きく下回った。
令和5年度は、前年度に実施した定員制限を解除して開催したが、目標を
下回った。

289

スポーツ普及
推進事業

１
目
標
を
達
成

小学生の加入率 引き続きスポーツ少年団
への加入に向けた取り組
みを行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
各団体でホームページやＳＮＳを活用して団員募集などを工夫して実施し
ており目標を達成することができた。少子化を踏まえ、合同チームなど工
夫しながら活動をすることができた。
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【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 135 140 145 150 150

実績 － 51 0 0 0 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 2,200 2,200 2,200 2,200 2,200

実績 － 0 0 306 700 ―

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

294

健康づくり地
域交流事業
（再掲） ４

大
幅
に
遅
れ
て
い
る

地域交流事業参加者数 各支部と連携し、地区の
実情や特色に合わせた活
動を支援し、事業を展開
していく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
目標設定後に、１支部３地区が休会となり、事業実施回数も減少した。し
かし、感染症の流行を終え、少しずつ開催規模を拡大し、事業を開催する
ことが出来た。世代を超えた交流を図ることが出来た。

293

余裕教室等活
用事業

４
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

余裕教室等活用実人数 ・各学校における一時利
用可能教室数が減少して
いるため、各学校と調整
を図り利用可能校を増や
していく。
・利用者を増やすため
に、更なる周知を図って
いく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
新型コロナウイルス感染症の影響により休止していた団体が活動を再開し
たが、他の会場を利用したり、以前より活動を控えたりしたため。

●余裕教室等5校5教室
　礼羽小、志多見小、鴻茎小、北川辺西小、北川辺東小

91



基本目標６　子どもの貧困対策の推進【加須市子どもの貧困対策推進計画】

（１）子どもの貧困対策

　①教育・保育の支援

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 100 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 100 ―

指標(単位) （園）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 13 13 13 13 13

実績 － 9 8 9 11 ―

指標(単位) （箇所）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 2 2 2 2 2

実績 － 2 2 2 2 ―
298

病後児保育事
業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

病後児保育実施か所数 引き続き、病後児保育事
業を提供する市内２施設
に対し支援を行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
2施設に対し支援を行い、子育てと就労の両立支援を行ったため。

297

幼稚園預かり
保育事業
（再掲）

２
概
ね
達
成

実施園数 引き続き必要に応じて預
かり保育を実施し、子育
て支援につなげる。令和
６年度は、利用希望者が
１人でもいれば開設す
る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
保育の延長が必要な幼児に対して、開設している市立幼稚園全１１園で預
かり保育を実施した。また、保護者の就労時間により、預かり保育料の無
償化の認定を申請、承認することで、子育てを支援することができた。

296

教育・保育に
係る教材費等
補助事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

実費徴収補足給付実施率 引き続き、適正に支給す
る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
申請者について、対象の有無を審査し、該当者に適切に補助を実施したた
め。

295

子育てのため
の施設等利用
費支給事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

申請に対する認定率 引き続き、適切な認定及
び支払を行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
認定資格のある申請者を全員認定することができたため。

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等
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【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 4,500 7,329 6,775 6,265 5,000

実績 － 4,725 7,466 6,028 10,966 ―

指標(単位) （件）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 5,500 5,500 5,500 5,500 5,500

実績 － 3,763 4,358 4,106 3,937 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 194 194 194 194 194

実績 － 244 231 302 329 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 89 71 41 65 ―

１
目
標
を
達
成

障がい児向けサービス利用者数 引き続き、必要な方が必
要なサービスを受けられ
るよう、支給決定を行っ
ていく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
障害児通所支援の利用者数が、計画値を大幅に上回ったため。

300

ファミリーサ
ポートセン
ター事業
（再掲） ３

や
や
遅
れ
て
い
る

ファミリーサポートセンター事業の利用件数 会員の高齢化に伴い、協
力できる会員数が減少し
ていくため、協力会員養
成講座を開催及び募集を
行い、新規会員の増加に
努める。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・民間学童の送迎体制が整備され、利用者数は減少傾向にある。
・協力会員数が伸び悩み、新たなサポート依頼への対応が難しくなりつつ
あるが、コーディネーターが現状の協力会員で賄えるよう調整している。

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

301

障がい児発達
支援（自立支
援）事業
（再掲）

302

教育センター
運営事業
（再掲）

３
や
や
遅
れ
て
い
る

適応指導教室「学習室ピア」に通級する不登校傾向の児童
生徒の学校復帰率

・学校との連携を密に
し、学校復帰にむけた支
援の共通理解を図る。
・必要に応じて、スクー
ルソーシャルワーカーや
すくすく子育て相談室、
市の福祉部門と連携した
支援を実施し、問題の解
決を図る。【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】

コロナ禍を抜け、学校への復帰率はやや改善した。適応指導教室に通級で
きていることで満足している面もあり、児童生徒、保護者の考え方が多様
化してきている中で、学校復帰への壁が高くなっている状況がある。

299

一時保育事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

一時保育事業利用児童数 保護者の急病や多様な勤
務形態により、一時的に
保育を必要とする乳幼児
を受け入れる民間保育所
等に対して補助を行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
市内民間保育所7園、市外民間保育所3園（認定こども園を含む）、市内
公立保育所2園で一時保育を実施した。民間保育所に対し適正に補助金を
交付し、保護者の多様なニーズに対応したため。
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【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － ー 100 100 100 100

実績 － ー 98 97 95 ―

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － ー 100 100 100 100

実績 － ー 96 95 92 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 92.3 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － ― 100 100 100 ―

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

305

保・幼・小中
一貫教育事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

リンクミーティングを今後も継続したいと回答した学校の
割合

令和６年度は昭和中学校
区において、コミュニ
ティ・スクールを先行導
入する。また、令和７年
度は市立全小・中学校に
おいてコミュニティ・ス
クールを導入する予定で
ある。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
リンクミーティングを通して、中学校区における学校、家庭、地域が一体
となった話合いの場を設けることができた。

304

少人数学級推
進事業
（再掲）

２
概
ね
達
成

小学校３～６年生で３６人以上、中学校２・３年生で３９人以上の学級編成
をせざるを得ない学校に非常勤講師を配置する割合

一学級の人数が多くなる
学年に市独自の非常勤講
師（教育活動補助員）を
配置し、少人数指導や
ティーム・ティーチング
で、つまづいた児童生徒
への指導など、きめ細や
かな学習指導を実施す
る。【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】

配置基準を満たした１３校のうち、１２校に非常勤講師を配置し、きめ細
やかな指導を実践した。
教員免許状を持つ非常勤講師候補者の発掘が課題となる。

303

学力アップ事
業
（再掲）

２
概
ね
達
成

埼玉県学力・学習状況調査の県平均正答率に対する市平均
正答率の割合

・本市における学力向上
の課題は大きいが、今年
度は中学校英語に焦点を
当て、英語教育研究員の
学校訪問やイングリッ
シュサマーキャンプなど
本市の特色に合わせた取
組を行う。
・今年度も県学力・学習
状況調査、全国学力・学
習状況調査の結果を踏ま
え、丁寧に分析を行う。

小学生

中学生

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・各校への加須市チャレンジシート等の提供やチャレンジテストの実施に
より、目標の達成を図っている。
・小規模校に対する人的支援や欠員状態の解消のための非常勤講師を配置
し、一人一人の児童に対してきめ細かな学習指導を展開し、学力の向上に
努めている。
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【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 30 30 30 30 30

実績 － 26 27 34 40 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 100 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 100 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 100 ―

１
目
標
を
達
成

就学援助費の支給割合

１
目
標
を
達
成

支給対象者数 経済的理由により学資金
の支出が困難な家庭に対
して河野博士育英事業を
知らせることができるよ
う、市立各中学校へ制度
の周知を徹底する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・令和５年度は、奨学生を15名選考し、奨学金を支給した。
・ホームページ、広報紙及び学校を通して周知に努めた。
・経済的理由により学資金の支出が困難な家庭に対し、適切な支援を行う
ことができた。

309

中学校就学援
助事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

就学援助費の支給割合 引き続き、制度の周知を
徹底しながら、迅速かつ
正確な事務処理に努めて
いく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
全校児童生徒への案内チラシの配布、当該年度の受給者への個別の案内通
知等、制度の周知を図ることにより、援助を必要とする保護者への支援が
できた。

308

小学校就学援
助事業
（再掲）

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

引き続き、制度の周知を
徹底しながら、迅速かつ
正確な事務処理に努めて
いく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
全校児童生徒への案内チラシの配布、当該年度の受給者への個別の案内通
知等、制度の周知を図ることにより、援助を必要とする保護者への支援が
できた。

307

特別支援教育
推進事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

介助を必要とする児童生徒に対する障がい児介助員の割合 障がい児介助員を年度途
中から配置できるよう、
人員の募集を行い希望者
の登録を随時行う必要が
ある。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・児童生徒の障がいの程度に合わせ、各小・中学校へ適切に人員を配置す
ることができた。
・今後は、年度途中の障がいのある児童生徒の転入等に伴う対応について
検討していく必要がある。

306

河野博士育英
事業
（再掲）
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【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 4,700 4,700 4,700 4,700 4,700

実績 － 4,167 3,888 3,410 2,917 ―

指標(単位) （回）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 3 3 3 3 3

実績 － 3 3 6 6 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 96.3 100 94.7 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 100 ―
313

給食センター
管理運営事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

安全安心な給食の提供日数（率） ・児童生徒園児に安全安
心な給食を提供する。
・安全で安心な給食の提
供のために、施設整備の
維持管理及び衛生管理の
徹底を図る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
３センター（令和５年９月から２センター）とも衛生管理を徹底した結
果、事故などによる給食停止は発生せず、給食が提供できたため。

312

生活困窮者学
習支援事業
（再掲）

２
概
ね
達
成

学習支援事業参加者（中学３年生）の高校進学率 ・本事業を通じてこども
の基礎学力の向上と保護
者の貧困状態の改善に努
め、生活困窮世帯の自立
促進を支援する。
・中学生の参加者も順調
に推移しているが、更な
る周知と保護者の理解に
よる参加者の増加を図
り、中退防止や進学・就
労支援に努める。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
個別指導、進路相談、進学セミナーの実施による進学への興味や将来への
自立を促すための事業展開により、高校進学合格率は約95%の高水準で
あったため、「概ね達成」と評価した。

311

子ども食堂・
フードパント
リー支援事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

情報交換会等開催回数 引き続き、フードドライ
ブによる市民・団体・企
業等からの食品提供につ
いて広報活動を行い、ひ
とり親世帯等へ幅広く食
品支援ができる体制づく
りに努める。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
こども食堂・フードパントリーに関連する活動団体とのフードドライブを
通じた情報共有及びネットワークの構築に向けた情報交換会を必要に応じ
て実施することができた。

310

学校いきいき
ステーション
事業
（再掲）

２
概
ね
達
成

学校応援団に登録している市民の数 ・学校に働きかけ、学校
応援団の新規登録の啓発
を行う。
・令和７年全小・中学校
導入予定の学校運営協議
会（コミュニティ・ス
クール）との関わりを深
めていく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
年々学校応援団の人数が減少している。学校応援団登録者の高齢化が課題
である。

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等
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　②生活の安定に資するための支援

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （件）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 2,100 2,100 2,100 2,100 2,100

実績 － 2,174 2,069 2,757 3,263 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 30 30 30 30 30

実績 － 33.3 23.4 39.6 19.1 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 99.4 99.3 99.8 99.7 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 100 ―

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

317

訪問支援ホー
ムスタート事
業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

申請に対する訪問率 訪問支援を実施している
愛の泉ふれあいホームと
の連携を密にし、窓口に
来課している妊婦や子育
てに悩みを抱える方に周
知を行い、利用を促す。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
新型コロナウイルスの影響が緩和されるまでは活動が難しい側面もあった
が、愛の泉ふれあいホームを中心に資質向上のための支援活動は継続でき
ており、事業を必要とする家庭に対して支援が充足できた。

316

こんにちは赤
ちゃん事業
（再掲）

２
概
ね
達
成

生後４か月以内に訪問した割合 委託契約をしている助産
師と連携し、全戸訪問で
きるよう努める。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
出生連絡票を提出してもらい、生後4か月までに助産師・保健師が訪問し
ている。訪問件数割合は９割を超えていることから概ね達成とした。
訪問し、相談に乗ることで親の育児不安の軽減及び早期に必要な支援に結
び付けることができた。

315

家庭児童相談
事業
（再掲）

３
や
や
遅
れ
て
い
る

要見守り世帯のうち定期的な見守りの必要がなくなった世
帯の割合

ケース課題が多岐に渡
り、課題の解決が困難化
してきている。関係機関
及び関係各課との連携強
化と役割分担を明確化
し、児童虐待に対するき
め細かな支援、対応を
行っていく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・児童担当職員のほか、家庭児童相談員を3名配置し、家庭訪問や学校訪問、電話による家庭
における児童の福祉に関する相談、助言、指導
・３総合支所児童担当、熊谷児童相談所との連携による相談支援
・虐待通告に対する訪問、来室、電話による関係機関との連携、ケース評価、支援方針の確
認
　以上の取組を行ったが、実績値が目標値を下回った要因としては、複合的な課題に対して
継続的な支援を要し、課題の解消や状況の改善が難しかったことがあげられる。

314

子育て総合相
談事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

年間延べ相談件数（子育て世代包括支援センター） 児童福祉法の改正に伴い
こども家庭センター機能
の充実を図り、一人ひと
りに寄り添った支援を実
施する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
すくすく子育て相談室の機能向上に努め、妊娠期から切れ目のない一人ひ
とりに寄り添った相談・育児支援を行った。
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【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 30 30 30 30 30

実績 － 33.3 23.4 39.6 19.1 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 70 70 70 70 70

実績 － 78 71 57 48 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 100 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 480 480 480 480 480

実績 － 357 429 434 399 ―

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

321

ふるさとハ
ローワーク事
業
（再掲）

２
概
ね
達
成

ふるさとハローワークを活用した就職者数 引き続き、市の広報紙や
ホームページを活用して
「ふるさとハローワー
ク」のPRを行い、就職希
望者の利用促進を図る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
市の広報紙やホームページ等により「ふるさとハローワーク」の利用につ
いて周知を図った結果、ふるさとハローワークを活用した就職者数を目標
値の８割超とすることができた。

320

生活保護事業 物価高騰等による保護世
帯の増加が見込まれるた
め、生活の安定に資する
ための生活相談、就労相
談等の支援体制の確保に
努める。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
生活困窮者への最低限度の生活を保障しつつ、保護者に対する生活の安定
と生活の質の向上に資するための就労支援を行った。就労者には収入申
告、課税調査をし、自立による保護の廃止に努めた。その結果、すべて適
正支出であったため、目標を達成とした。

319

生活困窮者自
立支援相談支
援事業

２
概
ね
達
成

自立支援計画達成率 困窮状態が複雑化し、深
刻化する前に介入して早
期に支援が行えるよう、
関係機関等との連携を密
にする。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
関係機関と連携し支援プランを作成しているが、相談者の高齢化や相談内
容の多様化・複雑化等により、複数年にわたり継続して支援するケースが
あるため目標を達成できなかったが、支援プラン作成までに至らない短期
間での支援を含めると、課題解決できたケースは全体の９割を超えるた
め、本評価とした。

318

児童虐待防止
等ネットワー
ク事業
（再掲） ３

や
や
遅
れ
て
い
る

要見守り世帯のうち、定期的な見守りの必要がなくなった
世帯の割合

ケース課題が多岐に渡
り、課題の解決が困難化
してきている。関係機関
との連携強化と役割分担
を明確化し、児童虐待に
対するきめ細かな支援、
対応を行っていく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・家庭における児童の福祉に関する相談、助言、指導
・３総合支所児童担当、熊谷児童相談所との連携による相談支援
・虐待通告に対する訪問、来室、電話による助言指導
・要保護児童対策地域協議会実務者会議での関係機関との連携、ケース評価、支援方針の確
認
　実績値が目標値を下回った要因としては、複合的な課題に対して継続的な支援を要し、課
題の解消や状況の改善が難しかったことがあげられる。

１
目
標
を
達
成

扶助費の適正支出の割合
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【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 0 0 0 0 0

実績 － 0 0 0 0 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 0 0 0 0 0

実績 － 0 0 0 0 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 0 0 0 0 0

実績 － 0 0 0 0 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 0 0 0 0 0

実績 － 0 0 0 0 ―

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

325

民間放課後児
童健全育成事
業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

待機児童数 市内の児童数や利用需要
等の推移を見定め、引き
続き、指定管理者や事業
委託者と連携し、必要に
応じて支援単位を増設す
るなど、柔軟に事業を実
施していく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
指定管理者や事業委託者と連携のうえ、順調に事業を実施することができ
た。その結果、利用を希望する児童すべてを受け入れることができ目標を
達成することができた。

324

公立放課後児
童健全育成事
業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

待機児童数 公立放課後児童健全育成
事業については、引き続
き指導員を確保しつつ、
児童数が増加する見込み
がある施設は計画的に対
応していく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
広報かぞ、ＳＮＳによる指導員確保や、保育面積確保等により待機児童ゼ
ロを維持することができた。

323

民間保育所等
運営委託事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

待機児童数 今後も待機児童数ゼロを
維持し、子育て世帯の多
様な保育ニーズに対応す
るため、適正な給付費
（委託料）の給付を行
う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
令和5年度も待機児童数ゼロを継続することができたため。

322

公立保育所管
理運営事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

公立保育所入所待機児童数 ・施設設備の補修・更新
を行い、入所児童が安心
して過ごせるよう保育環
境を整備する。
・月途中入所に対応する
ため、引き続き、広報
紙、ホームページ、
SNS、新聞広告を活用し
ながら、会計年度任用職
員（保育士）の確保に努
める。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
保育を必要とする児童の保育を行うことにより、仕事を持つ保護者に対す
る子育て支援が図られた。待機児童ゼロを維持できた。
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【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 10 ―

指標(単位) （回）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 2 2 2 2 2

実績 － 2 1 2 2 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 50 50 50 50 50

実績 － 61 74 50 78 ―

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

327

市営住宅管理
運営事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

入居募集の実施回数 ・埼玉県住宅供給公社に
対する適正な指導・監督
を継続して行う。
・秋葉団地の入居率を上
げるため、入居者の初期
投資となっていた風呂釜
等の設置を令和3年度から
市の設置とし、家賃に反
映負担とする。
・退去となった部屋は、
速やかに定期募集にかけ
るものとし、希望者のい
なかった部屋は随時募集
に移行する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
定期募集を6月と12月の２回実施した。

326

子育て短期預
かり事業
（再掲） ４

大
幅
に
遅
れ
て
い
る

利用希望に対応できた割合 利用希望に断りなく対応
出来るように委託先との
調整を図るとともに、新
たな委託先を確保する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
委託先の受入が困難である状況が続き、利用希望に対応出来なかった。

328

生活困窮者住
居確保給付事
業

１
目
標
を
達
成

住居確保給付金受給者の常用就職率 ・引き続き、第２のセー
フティネットである本事
業を通じて低所得者対策
の充実を図る。
・さらに常用就職率を高
めるため、就労支援体制
を強化し、第２のセーフ
ティネット事業として低
所得者対策の充実を図
る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
就労支援を行った結果、半数以上が常用就職し、安定した生活につながっ
たため。
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　③保護者に対する職業生活の安定と向上に資するための就労の支援

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 1,300 1,300 1,300 1,300 1,300

実績 － 823 817 1,051 1,075 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 100 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 480 480 480 480 480

実績 － 357 429 434 399 ―

No

331

ふるさとハ
ローワーク事
業

２
概
ね
達
成

ふるさとハローワークを活用した就職者数 引き続き、市の広報紙や
ホームページを活用して
「ふるさとハローワー
ク」のPRを行い、就職希
望者の利用促進を図る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
市の広報紙やホームページ等により「ふるさとハローワーク」の利用につ
いて周知を図った結果、ふるさとハローワークを活用した就職者数を目標
値の８割超とすることができた。

330

母子家庭等自
立支援事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

資格取得支援者の就業割合 今後も事業を継続し、ひ
とり親家庭等の生活の安
定を図る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
児童扶養手当現況届の通知にチラシを同封することによって資格取得への
意識高揚を図ることができたため。また、資格取得を支援することによ
り、受講者が安定した収入が得られる職に就くことができたため「目標を
達成」とした。

329

就業支援事業
（再掲）

２
概
ね
達
成

就業支援各種セミナー（年間参加者数） 引き続き、関係機関等と
連携し、就業支援セミ
ナー等を開催する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
就業支援セミナー等を国や県等の関係機関と共催し、就業支援各種セミ
ナーの年間参加者数が目標の８割を達成することができた。

具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等
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　④経済的支援

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 99 99 99 99 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 100 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 100 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 100 ―

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

335

遺児手当事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

適正に支給できた割合 適切に対象者を把握し、
遺児家庭を経済的に支援
する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
来庁者への声かけにより申請漏れの防止に努めた結果、遺児家庭を経済的
に支援し、児童の健全な育成を図ることができたため「目標を達成」とし
た。

334

交通遺児支援
事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

適正に支給できた割合 制度の周知及び小中学校
との連携によって対象者
を適切に把握する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
対象者を把握し、適切に支援金（図書カード）を支給できたため「目標を
達成」とした。

333

ひとり親家庭
等医療費事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

適正に支給できた割合 引き続き医療費を適正に
支給する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
条例・規則等により適正に医療費を支給することができたため。

332

児童扶養手当
支給事業
（再掲）

２
概
ね
達
成

児童扶養手当支給率 引き続き子育て中のひと
り親家庭等に対する経済
的な支援を適正かつ円滑
に行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
現況届による支給率は９９％を超え、児童扶養手当を適正に支給すること
ができたため「概ね達成」とした。
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【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 100 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 100 ―

指標(単位) （％）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 100 100 100 100 100

実績 － 100 100 100 100 ―

指標(単位) （人）

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
令和６年度
（目標年）

目標 － 30 30 30 30 30

実績 － 26 27 34 40 ―

No
具体的な施策
または取組項目

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

339

河野博士育英
事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

支給対象者数 経済的理由により学資金
の支出が困難な家庭に対
して河野博士育英事業を
知らせることができるよ
う、市立各中学校へ制度
の周知を徹底する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・令和５年度は、奨学生を15名選考し、奨学金を支給した。
・ホームページ、広報紙、学校を通して周知に努めた。
・経済的理由により学資金の支出が困難な家庭に対し、適切な支援を行う
ことができた。

338

中学校就学援
助事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

就学援助費の支給割合 引き続き、制度の周知を
徹底しながら、迅速かつ
正確な事務処理に努めて
いく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
全校児童生徒への案内チラシの配布、当該年度の受給者への個別の案内通
知等、制度の周知を図ることにより、援助を必要とする保護者への支援が
できた。

337

小学校就学援
助事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

就学援助費の支給割合 引き続き、制度の周知を
徹底しながら、迅速かつ
正確な事務処理に努めて
いく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
全校児童生徒への案内チラシの配布、当該年度の受給者への個別の案内通
知等、制度の周知を図ることにより、援助を必要とする保護者への支援が
できた。

336

子育て支援医
療費支給事業
（再掲）

１
目
標
を
達
成

適正に支給できた割合 住民記録情報との突合等
を定期的に実施し、引き
続き医療費を適正に支給
する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・対象者に子育て支援医療費を適正に支給することにより、子育て世帯に
おける経済的負担の軽減を図ることができたため。
・審査支払事務の一部委託並びに受給資格及び支給履歴をシステム管理す
ること等により子育て支援医療費を適正に支給することができたため。

103



104



第３編

子ども・子育て支援事業計画実施状況





■量の見込みと確保方策　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）■量の見込みと確保方策　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

差

△ 118

△ 17

45

△ 180

市内④ 10

他市⑤ 45

0

10

190

② 保育所・認定こども園など（２号認定、3～5歳児）
■量の見込みと確保方策　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

差

41

△ 3

25

13

市内④ △ 59

他市⑤ 25

0

△ 34

△ 93

△ 106

③ 保育所・認定こども園など（３号認定、0～2歳児）
■量の見込みと確保方策　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

0～2歳 内0歳 0～2歳 内0歳

699 76 793 82 94 6

29 3 21 3 △ 8 0

27 2 42 2 15 0

701 77 772 83 71 6

教育・ 市内④ 833 163 812 162 △ 21 △ 1

保育 他市⑤ 27 2 42 2 15 0

0 0 6 1 6 1

938 190 833 165 △ 105 △ 25

237 113 61 82 △ 176 △ 31

確
保
方
策

地域型保育    ⑥

認可外保育施設
105 27

量の過不足（④+⑤+⑥+⑦-⑤）-（①+②-③）

△ 25
⑦

小計（④＋⑤＋⑥＋⑦）－⑤

差
0～2歳

差
内0歳

2 △ 9015

量
の
見
込
み

3号認定　　　　　①

市外受託　　　　 ②

市外委託      ③

小計　（①＋②－③）

量の過不足（④+⑤+⑦-⑤）-（①+②-③） 373 267

令和5年度計画値 実績値（R6.4.1）

確
保
方
策

教育・保育
1,488 1,429

34

認可外保育施設 ⑦ 34 0

小計（④＋⑤＋⑦）－⑤ 1,522 1,429

59

地域型保育　　　⑥

量の過不足（④+⑤+⑥-⑤）-（①+②-③） 862

令和5年度計画値 実績値（R6.4.1）

量
の
見
込
み

2号認定      ① 1,152 1,193

市外受託　　　　② 31 28

市外委託　　　　③ 34 59

小計　（①＋②－③） 1,149 1,162

確認を受けない幼稚園⑥ 210

1,052

確
保
方
策

1号認定

210

小計（④＋⑤＋⑥）－⑤ 1,755

162

1,545

1,765

1,555

117

量
の
見
込
み

1号           ① 976

713

市外委託　　　　　③ 117

17

858

162

小計　（①＋②－③） 893

市外受託　　　　　② 34

実績値（R6.4.1）

① 幼稚園・認定こども園（１号認定、3～5歳児）

令和5年度計画値

１　幼児園教育・保育所保育の充実　【こども保育課】
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令和5年度計画値 実績値（R6.3.31） 差

2 2 0

2 2 0

令和5年度計画値 実績値（R6.3.31） 差

2,500 811 △ 1,689

（人回） 2,500 811 △ 1,689

（か所） 20 18 △ 2

令和5年度計画値 実績値（R6.3.31） 差

648 580 △ 68

実施場所：医療機関
実施体制：医療機関で
実施
検査項目：HIV抗体検
査、子宮頸がん検診、風
疹ウイルス抗体検査、B
型肝炎（HBS）抗原検査
等
実施時期：随時

実施場所：医療機関
実施体制：医療機関で
実施
検査項目：HIV抗体検
査、子宮頸がん検診、
風疹ウイルス抗体検
査、B型肝炎（HBS）抗原
検査等
実施時期：随時

－

令和5年度計画値 実績値（R6.3.31） 差

595 566 △ 29

実施体制：18人
実施機関：子育て支援
課

実施体制：14人
実施機関：子育て支援
課

－

令和5年度計画値 実績値（R6.3.31） 差

68 147 79

実施体制：14人
実施機関：子育て支援
課

実施体制：14人
実施機関：子育て支援
課

－

令和5年度計画値 実績値（R6.3.31） 差

13 13 0

要保護児童対策連絡協
議会：12回
代表者会議：1回

要保護児童対策連絡協
議会：12回
代表者会議：1回

－確保方策

量の見込み（回）

確保方策

④乳児家庭全戸訪問事業【すくすく子育て相談室】

量の見込み（人）

確保方策

⑤－１　養育支援訪問事業【すくすく子育て相談室】

量の見込み（人）

確保方策

⑤－２　子どもを守る地域ネットワーク機能強化事業【すくすく子育て相談室】

量の見込み（人）

２　地域子ども・子育て支援事業の充実

①利用者支援事業【すくすく子育て相談室】

量の見込み（か所）

確保方策（か所）

②地域子育て支援拠点事業【すくすく子育て相談室】

量の見込み（人回）

確保方策

③妊婦健康診査【すくすく子育て相談室】
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令和5年度計画値 実績値（R6.3.31） 差

110 33 △ 77

110 33 △ 77

令和5年度計画値 実績値（R6.3.31） 差

5,500 3,937 △ 1,563

子育て援助活動支援
事業（病児・緊急対
応強化事業を除く）

500 511 11

子育て援助活動支援
事業（就学児）

5,000 3,426 △ 1,574

幼稚園における在園児を対象とした一時預かり（預かり保育）

令和5年度計画値 実績値（R6.3.31） 差

5,191 5,982 791

5,191 5,982 791

令和5年度計画値 実績値（R6.3.31） 差

1,279 960 △ 319

一時預かり事業（在
園児対象型を除く）

1,074 793 △ 281

子育て援助活動支援
事業（病児・緊急対
応強化事業を除く）

200 167 △ 33

子育て短期支援事業
（トワイライトステイ）

5 0 △ 5

令和5年度計画値 実績値（R6.3.31） 差

1,091 508 △ 583

（人） 1,091 508 △ 583

（か所） 23 22 △ 1

令和5年度計画値 実績値（R6.3.31） 差

368 109 △ 259

368 109 △ 259

令和5年度計画値 実績値（R6.3.31） 差

1,333 1,465 132

1,736 1,746 10

403 281 △ 122

⑫実費徴収に係る補足給付を行う事業【こども保育課】

令和5年度計画値 実績値（R6.3.31） 差

14 13 △ 1

14 13 △ 1

量の見込み（人）

確保方策（人）

確保方策（人日）

⑪放課後児童健全育成事業【こども保育課】

量の見込み（人）

確保方策（人）

量の過不足②－①

量の見込み（人）

確保方策（人日）

一時預かり事業（在園児対象型を除く）、子育て援助活動支援事業（病児・緊急対応強化事業を除く）、子育て短期支援事
業（トワイライトステイ）

量の見込み（人日）

確保方策（人日）

⑨延長保育事業【こども保育課】

量の見込み（人）

確保方策

⑩病児・病後児保育事業【こども保育課】

量の見込み（人日）

⑥子育て短期支援事業【すくすく子育て相談室】

量の見込み（人日）

確保方策（人日）

⑦ファミリー・サポート・センター（子育て援助活動支援事業）【すくすく子育て相談室】

量の見込み（人日）

確保方策（人日）

⑧一時預かり事業【こども保育課・すくすく子育て相談室】
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